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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  1  から 100 までの自然数で，3  の倍数全体の集合を A，4  の倍数全体の集合を B，7  の倍数全体の
集合を C とするとき，次の値を求めよ。 （⑴〜⑷各12点×4，⑸⑹各13点×2）

　⑴　n(A) ⑵　n(B) ⑶　n(B∪C)

　⑷　n(A∩B∩C) ⑸　n(B∩C) ⑹　n(A∪B)

　　150人の生徒について，通学方法を調べたところ，電車を利用している生徒は62人，電車とバス
の両方を利用している生徒は36人，どちらも利用していない生徒は27人であった。次の問いに答え
よ。 （各13点×2）

　⑴　電車またはバスを利用している生徒は何人か。

　⑵　バスだけを利用している生徒は何人か。

1

2

2　集合の要素の個数
氏

　名

得

　点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  1  から  7  までの数を  1  つずつ書いた  7  枚のカードがある。これらのカードから，同時に  2  枚のカ
ードをひくとき，次の場合の数を求めよ。 （各16点×2）

　⑴　カードの数の和が  9  か 10

　⑵　カードの数の積が  6  の倍数

　　  5  円，10円，50円の硬貨を使って，80円をちょうど支払う方法は何通りあるか。ただし，使わな
い硬貨があってもよいものとする。 （18点）

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　  1  g，2  g，5  g の分銅が  1  個ずつある。これらの分銅を組み合わせて重さを作る方法は全部で何
通りあるか。

　⑵　180 の正の約数の個数を求めよ。

　　大小  2  個のサイコロを同時に投げるとき，目の和が偶数になる場合の数を求めよ。 （18点）
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3　場合の数
氏

　名

得

　点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  1  から  9  までの数字が  1  つずつ書かれた  9  枚のカードから  3  枚を使って  3  けたの整数を作るとき，
次の問いに答えよ。 （各14点×2）

　⑴　整数は全部で何個できるか。

　⑵　奇数は何個できるか。

　　男子  4  人と女子  2  人が  1  列に並ぶとき，次のような並び方はそれぞれ何通りあるか。
　⑴　両端に男子が並ぶ。 （各14点×2）

　⑵　女子  2  人が隣り合うように並ぶ。

　　男子  5  人と女子  2  人を円形のテーブルのまわりに着席させるとき，次の問いに答えよ。
　⑴　着席の仕方は全部で何通りあるか。 （各14点×2）

　⑵　  2  人の女子が隣り合わないように着席する仕方は何通りあるか。

　　 A，B，C，D，E の  5  人を  1  号室，2  号室，3  号室の  3  つの部屋に入れる入れ方は何通りあるか。
ただし，空き室があってもよいものとする。 （16点）
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4　順列
氏

　名

得

　点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　円周上に  7  個の点がある。これから  3  個の点を選んでできる三角形は何通りあるか。

　⑵　男子  6  人，女子  5  人から，男女それぞれ  2  人ずつ選ぶとき，その選び方は何通りあるか。

　　  1，2，3，4  の数字が書かれた赤玉が  4  個，5，6，7，8，9  の数字が書かれた白玉が  5  個入ってい
る袋がある。この袋の中から，よくかきまぜて玉を  3  個取り出すとき，少なくとも  1  個赤玉が含ま
れる取り出し方は何通りあるか。 （17点）

　　A，A，A，B，B，C，C の  7  文字を並べるとき，その並べ方は何通りあるか。 （17点）

　　  5  個のリンゴを A，B，C の  3  人に分ける分け方は，次のような場合何通りあるか。 （各17点×2）

　⑴　各人が少なくとも  1  個はもらう場合

　⑵　  1  個ももらわない人があってもよい場合
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5　組合せ
氏

　名

得

　点 100

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　円周上に  7  個の点がある。これから  3  個の点を選んでできる三角形は何通りあるか。

　⑵　男子  6  人，女子  5  人から，男女それぞれ  2  人ずつ選ぶとき，その選び方は何通りあるか。

　　  1，2，3，4  の数字が書かれた赤玉が  4  個，5，6，7，8，9  の数字が書かれた白玉が  5  個入ってい
る袋がある。この袋の中から，よくかきまぜて玉を  3  個取り出すとき，少なくとも  1  個赤玉が含ま
れる取り出し方は何通りあるか。 （17点）

　　A，A，A，B，B，C，C の  7  文字を並べるとき，その並べ方は何通りあるか。 （17点）

　　  5  個のリンゴを A，B，C の  3  人に分ける分け方は，次のような場合何通りあるか。 （各17点×2）

　⑴　各人が少なくとも  1  個はもらう場合

　⑵　  1  個ももらわない人があってもよい場合
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5　組合せ
氏

　名

得

　点 100

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　円周上に  7  個の点がある。これから  3  個の点を選んでできる三角形は何通りあるか。

　⑵　男子  6  人，女子  5  人から，男女それぞれ  2  人ずつ選ぶとき，その選び方は何通りあるか。

　　  1，2，3，4  の数字が書かれた赤玉が  4  個，5，6，7，8，9  の数字が書かれた白玉が  5  個入ってい
る袋がある。この袋の中から，よくかきまぜて玉を  3  個取り出すとき，少なくとも  1  個赤玉が含ま
れる取り出し方は何通りあるか。 （17点）

　　A，A，A，B，B，C，C の  7  文字を並べるとき，その並べ方は何通りあるか。 （17点）

　　  5  個のリンゴを A，B，C の  3  人に分ける分け方は，次のような場合何通りあるか。 （各17点×2）

　⑴　各人が少なくとも  1  個はもらう場合

　⑵　  1  個ももらわない人があってもよい場合
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5　組合せ
氏

　名

得

　点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

4 組合せ⑴
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　次の値を求めよ。� （各5点×4）

⑴ 4C2	 ⑵ 7C3	 ⑶ 9C4	 ⑷ 6C1

　正十角形について，次の数を求めよ。� （各14点×2）

⑴　３個の頂点を結んでできる三角形の個数

⑵　対角線の本数

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

⑴

⑵

（各13点×2）

（各13点×2）
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　円周上に  7  個の点がある。これから  3  個の点を選んでできる三角形は何通りあるか。

　⑵　男子  6  人，女子  5  人から，男女それぞれ  2  人ずつ選ぶとき，その選び方は何通りあるか。

　　  1，2，3，4  の数字が書かれた赤玉が  4  個，5，6，7，8，9  の数字が書かれた白玉が  5  個入ってい
る袋がある。この袋の中から，よくかきまぜて玉を  3  個取り出すとき，少なくとも  1  個赤玉が含ま
れる取り出し方は何通りあるか。 （17点）

　　A，A，A，B，B，C，C の  7  文字を並べるとき，その並べ方は何通りあるか。 （17点）

　　  5  個のリンゴを A，B，C の  3  人に分ける分け方は，次のような場合何通りあるか。 （各17点×2）

　⑴　各人が少なくとも  1  個はもらう場合

　⑵　  1  個ももらわない人があってもよい場合
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5　組合せ
氏

　名

得

　点 100

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　円周上に  7  個の点がある。これから  3  個の点を選んでできる三角形は何通りあるか。

　⑵　男子  6  人，女子  5  人から，男女それぞれ  2  人ずつ選ぶとき，その選び方は何通りあるか。

　　  1，2，3，4  の数字が書かれた赤玉が  4  個，5，6，7，8，9  の数字が書かれた白玉が  5  個入ってい
る袋がある。この袋の中から，よくかきまぜて玉を  3  個取り出すとき，少なくとも  1  個赤玉が含ま
れる取り出し方は何通りあるか。 （17点）

　　A，A，A，B，B，C，C の  7  文字を並べるとき，その並べ方は何通りあるか。 （17点）

　　  5  個のリンゴを A，B，C の  3  人に分ける分け方は，次のような場合何通りあるか。 （各17点×2）

　⑴　各人が少なくとも  1  個はもらう場合

　⑵　  1  個ももらわない人があってもよい場合
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4

5　組合せ
氏

　名

得

　点 100

A

B

C

　STREETの 6文字を 1列に並べるとき，次の問いに答えよ。� （各11点×3）

⑴　すべての並べ方は何通りあるか。

⑵　2つの Eが隣り合わない並べ方は何通りあるか。

⑶　S，Rがこの順で並ぶ並べ方は何通りあるか。

3

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

5 組合せ⑵

1

2

4　右の図のような道のある町がある。次の場合，最短の道順の
総数を求めよ。� （各11点×3）

⑴　Aから Bまで行く。

⑵　Aから Cを通ってBまで行く。

⑶　Aから Cを通らないでBまで行く。

⑴

⑴

⑵

⑵

⑶

⑶
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の確率を求めよ。 （各16点×2）

　⑴　大小  2  つのサイコロを同時に投げるとき，同じ目が出る確率

　⑵　10円，50円，100円の  3  枚の硬貨を同時に投げるとき，2  枚が表になる確率

　　次の確率を求めよ。 （各17点×2）

　⑴　赤球  2  個，白球  3  個が入った袋から，同時に  2  個の球を取り出すとき，2  個とも白球が出る確
率

　⑵　15本のくじの中に当たりくじが  2  本入っている。このくじから同時に  2  本引くとき，1  本だけ
当たる確率

　　 A，B，C，D，E の  5  人が  1  列に並ぶとき，次の確率を求めよ。 （各17点×2）

　⑴　 A，B が隣り合う確率

　⑵　 A，B が両端に並ぶ確率
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7　確率の基本性質⑴
氏

　名

得

　点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  1  個のサイコロを投げるとき，次の事象のうち，排反事象となるものはどれとどれか。 （20点）

　　A：  2  の目が出る B：偶数の目が出る
　　C：奇数の目が出る D：  4  以上の目が出る

　　  1  から 30 までの整数を  1  つずつ書いた30枚のカードから  1  枚引くとき，4  の倍数のカードまたは，
7  の倍数のカードを引く確率を求めよ。 （20点）

　　白球  6  個，赤球  5  個が入った袋から，同時に  3  個の球を取り出すとき，次の確率を求めよ。
　⑴　赤球が  2  個以上出る確率 （各20点×2）

　⑵　少なくとも  1  個赤球が出る確率

　　  1  から 20 までの整数を  1  つずつ書いた20枚のカードから  3  枚引くとき，3  の倍数が含まれている
確率を求めよ。 （20点）
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8　確率の基本性質⑵
氏

　名

得

　点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の確率を求めよ。 （各16点×3）

　⑴　  1  個のサイコロを  2  回投げるとき，1  回目に奇数，2  回目に  3  の倍数の目が出る確率

　⑵　  3  本の当たりくじが入っている15本のくじから，A が  1  本引き，これをもどしてから B が  1  本
引くとき，2  人ともはずれる確率

　⑶　白球  4  個，赤球  2  個が入った袋から球を  1  個取り出し，色を調べてもとにもどすことを  3  回続
けて行うとき，1  回目に白，2  回目に赤，3  回目に白の球が出る確率

　　  1  個のサイコロを  4  回投げるとき，次の確率を求めよ。 （⑴⑵各17点，⑶18点）

　⑴　  1  の目がちょうど  2  回出る確率

　⑵　  4  回目にちょうど  3  度目の  1  の目が出る確率

　⑶　偶数の目が  2  回以上出る確率

1

2

9　独立な試行の確率
氏

　名

得

　点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  3  枚の硬貨を同時に投げるとき，表の出る枚数の期待値を求めよ。 （25点）

　　サイコロを  1  回投げて，1  の目が出れば600円，2  または  3  の目が出れば300円，その他の目が出
れば100円の賞金が得られるゲームがある。このゲームにおいて，サイコロを  1  回投げて得られる
賞金の期待値を求めよ。 （25点）

　　袋の中に白球  4  個，赤球  6  個が入っている。このとき，次の問いに答えよ。 （各25点×2）

　⑴　袋から球を  3  個同時に取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。

　⑵　袋から球を  1  個ずつ  3  回取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。ただし，取り出した球
は袋にもどすものとする。

1

2

3

10　期待値
氏

　
名

得

　
点 100

W ─ ① ─ 1

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

9 条件付き確率⑴

2　ある学校の入学試験で，合格者は全体の 60％で，他の学校と併願をした合格者は全体の 10％で
あった。合格者の中から 1人選ぶとき，その人が併願をした確率を求めよ。� （24点）

3　ある試行における事象A，Bについて，P（A）=0.3，P（B）=0.5，P（A∩B）=0.1 であるとき，PA（B），
PB（A）をそれぞれ求めよ。� （完答25点）

4　赤玉 5個，白玉 4個が入っている袋から，玉を 1個ずつ 2個取り出す。取り出した玉はもとに戻
さないとするとき，取り出した 2個の玉が同色である確率を求めよ。� （25点）

1　白玉 6個，青玉 4個が入っている袋から，取り出した玉はもとに戻さずに，1個ずつ 2個の玉を
取り出す。1個目に白玉が出たとして，次の事象の起こる条件付き確率を求めよ。� （各13点×2）

⑴　2個目に青玉が出る。　　　　　　　　⑵　2個目に白玉が出る。

⑴

⑵



10

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  3  枚の硬貨を同時に投げるとき，表の出る枚数の期待値を求めよ。 （25点）

　　サイコロを  1  回投げて，1  の目が出れば600円，2  または  3  の目が出れば300円，その他の目が出
れば100円の賞金が得られるゲームがある。このゲームにおいて，サイコロを  1  回投げて得られる
賞金の期待値を求めよ。 （25点）

　　袋の中に白球  4  個，赤球  6  個が入っている。このとき，次の問いに答えよ。 （各25点×2）

　⑴　袋から球を  3  個同時に取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。

　⑵　袋から球を  1  個ずつ  3  回取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。ただし，取り出した球
は袋にもどすものとする。

1

2

3

10　期待値
氏

　
名

得

　
点 100

W ─ ① ─ 1

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

10 条件付き確率⑵

2　白玉 2個，赤玉 4個が入っている袋から，玉を 1個取り出して，色を調べてからもとに戻すこと
を繰り返す試行について，次の確率を求めよ。� （各17点×2）

⑴　6回の試行のうち 2回だけ白玉が出る確率

⑵　6回目に 2度目の白玉が出る確率

1　A，B 2 つの箱がある。Aには赤玉 3個，白玉 2個，Bには赤玉 2個，白玉 3個が入っている。
Aから 1個の玉を取り出して Bに入れた後，Bから 1個の玉を取り出すとき，それが赤玉である
確率を求めよ。� （30点）

⑵

⑴

　A，B，Cの 3人がある試験に合格する確率がそれぞれ1�2，
3
�

5，
1
�

3であるとする。
　　このとき，次の確率を求めよ。� （各18点×2）

⑴　3人とも合格する確率

⑵　少なくとも 1人が合格する確率

3

⑵

⑴

期待値

2

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  1  から  7  までの数を  1  つずつ書いた  7  枚のカードがある。これらのカードから，同時に  2  枚のカ
ードをひくとき，次の場合の数を求めよ。 （各16点×2）

　⑴　カードの数の和が  9  か 10

　⑵　カードの数の積が  6  の倍数

　　  5  円，10円，50円の硬貨を使って，80円をちょうど支払う方法は何通りあるか。ただし，使わな
い硬貨があってもよいものとする。 （18点）

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　  1  g，2  g，5  g の分銅が  1  個ずつある。これらの分銅を組み合わせて重さを作る方法は全部で何
通りあるか。

　⑵　180 の正の約数の個数を求めよ。

　　大小  2  個のサイコロを同時に投げるとき，目の和が偶数になる場合の数を求めよ。 （18点）
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3
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3　場合の数
氏

　
名

得

　
点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

2

22  乗法定理

23  条件付き確率の利用

● 21 の②の分母を払うと，次の確率の乗法定理が成り立つ。
2つの事象 A，Bがともに起こる確率  P(A(( ∩B) は，P(A∩B)=P(A)PA(B)

例 　当たりくじ2本を含む10本のくじがある。このくじを，引いたくじはもとに戻さ
ないで1本ずつ2回引く。このとき，2本とも当たる確率
　　1本目が当たるという事象を A，2本目が当たるという事象をBとすると，2本
とも当たるという事象は A∩B で，求める確率は P(A(( ∩B) である。

　　ここで，P(A(( )=
2
10
，PAP (B)=

1
9

 より，P(A(( ∩B)=P(A(( )PAP (B)=
2
10

*
1
9

=
1
45

4 当たりくじ5本を含む15本のくじがある。このくじを，AとBの2人がこの順に1本ず
つ引き，引いたくじはもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。
⑴　2人とも当たる確率 ⑵　Aが当たり，Bがはずれる確率
⑶　2人ともはずれる確率 ⑷　Bが当たる確率

5 赤玉5個，白玉4個が入っている袋から，玉を1個ずつ2個取り出す。取り出した玉は
もとに戻さないとするとき，取り出した2個の玉が同色である確率を求めよ。

例 題　同じ製品を作る  a，b2つの機械があり，aの製品には4％，bの製品には5％の
不良品が含まれている。aの製品700個とbの製品800個を混ぜた中から1個を取り
出したところ，不良品であった。それがaの製品である確率を求めよ。

考え方　取り出した1個がaの製品であるという事象をA，bの製品であるという事象をB，
不良品であるという事象をEとすると，求める確率は，PEP (A(( ) である。

解 答　上の 考え方  のように A，B，E を定める。取り出した1個が不良品であるのは，a

の製品の場合とbの製品の場合があるから，
P(E)=P(A(( ∩E)+P(B∩E)=P(A(( )PAP (E)+P(B)PBP (E)

=
700
1500

*
4

100
+

800
1500

*
5

100
=

28
1500

+
40

1500
=

68
1500

求める確率は条件付き確率 PEP (A(( ) だから，

PEP (A(( )=
P(A(( ∩E)

P(E)
=

28
1500

÷
68

1500
=

7
17

答答

6 ある部品の60％はA工場で，40％はB工場で作られたもので，A工場，B工場で作った
製品には，それぞれ3％，2％の不良品が含まれている。この部品が大量にある中から1

個取り出したところ，不良品であった。それがA工場の製品である確率を求めよ。

38　　第２章　確率8

  24  期待値①

  25  期待値②

5 期待値

❶　1 つの試行における事象，A1，A2，……，Anが互いに排反であり，このうちど
れか 1つの事象が必ず起こるとする。このとき，A1，A2，……，Anが起こる確率
をそれぞれ，p1，p2，……，pnとすると，次の等式が成り立つ。
　　　p1＋p2＋……＋pn＝ 1
❷　A1，A2，……，Anが起こるとき，ある数量 x がそれぞれ，x1，x2，……，xnと
いう値をとるとする。このとき，
　　　x1p1＋x2p2＋……＋xnpn
　を数量xの期待値という。

例 �� 白玉 3 個，赤玉 2個，青玉 1個が入っている袋から玉を 1個取り出し，取り出した
玉が白玉であるときの得点を 1点，赤玉であるときの得点を 2点，青玉であるとき

　　の得点を 3点とする。このとき，白玉を取り出す確率は，�　＝�　，赤玉を取り出す

　　確率は，�　＝�　，青玉を取り出す確率は�　である。よって，得点の期待値は，

　　1×�　＋ 2×�　＋ 3 �×�　＝�　（点）

3
6

1
2

2
6

1
3

1
6

1
2

1
3

1
6

5
3

例  題 �　白玉 4個，赤玉 3個が入っている袋から同時に玉を 2個取り出すとき，取り出され
る白玉の個数の期待値を求めよ。

考え方 �　取り出される白玉の個数は，0，1，2のいずれかである。それぞれの確率を求める。
解  答 ��　2 個の玉の取り出し方は，7C2＝21（通り）

　　　　取り出される白玉の個数が 0個である確率は，　��＝�　

　　　　取り出される白玉の個数が 1個である確率は，　　　　＝�　

　　　　取り出される白玉の個数が 2個である確率は，　��＝�　

　　　　よって，求める期待値は，0×�　＋ 1×�　＋ 2×�　＝�　（個）　答

3C2
21

1
7

4C1×3C1
21

4
7

4C2
21

2
7

1
7

4
7

2
7

8
7

1�� 1 個のさいころを投げるとき，出る目の期待値を求めよ。

2�� 上の　　　について，取り出される赤玉の個数の期待値を求めよ。例  題

5　期待値　　395　期待値　　39

9

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  3  枚の硬貨を同時に投げるとき，表の出る枚数の期待値を求めよ。 （25点）

　　サイコロを  1  回投げて，1  の目が出れば600円，2  または  3  の目が出れば300円，その他の目が出
れば100円の賞金が得られるゲームがある。このゲームにおいて，サイコロを  1  回投げて得られる
賞金の期待値を求めよ。 （25点）

　　袋の中に白球  4  個，赤球  6  個が入っている。このとき，次の問いに答えよ。 （各25点×2）

　⑴　袋から球を  3  個同時に取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。

　⑵　袋から球を  1  個ずつ  3  回取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。ただし，取り出した球
は袋にもどすものとする。

1

2

3

10　期待値
氏

　
名

得

　
点 100

W ─ ① ─ 1

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

9 条件付き確率⑴

2　ある学校の入学試験で，合格者は全体の 60％で，他の学校と併願をした合格者は全体の 10％で
あった。合格者の中から 1人選ぶとき，その人が併願をした確率を求めよ。� （24点）

3　ある試行における事象A，Bについて，P（A）=0.3，P（B）=0.5，P（A∩B）=0.1 であるとき，PA（B），
PB（A）をそれぞれ求めよ。� （完答25点）

4　赤玉 5個，白玉 4個が入っている袋から，玉を 1個ずつ 2個取り出す。取り出した玉はもとに戻
さないとするとき，取り出した 2個の玉が同色である確率を求めよ。� （25点）

1　白玉 6個，青玉 4個が入っている袋から，取り出した玉はもとに戻さずに，1個ずつ 2個の玉を
取り出す。1個目に白玉が出たとして，次の事象の起こる条件付き確率を求めよ。� （各13点×2）

⑴　2個目に青玉が出る。　　　　　　　　⑵　2個目に白玉が出る。

⑴

⑵

2

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  1  から  7  までの数を  1  つずつ書いた  7  枚のカードがある。これらのカードから，同時に  2  枚のカ
ードをひくとき，次の場合の数を求めよ。 （各16点×2）

　⑴　カードの数の和が  9  か 10

　⑵　カードの数の積が  6  の倍数

　　  5  円，10円，50円の硬貨を使って，80円をちょうど支払う方法は何通りあるか。ただし，使わな
い硬貨があってもよいものとする。 （18点）

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　  1  g，2  g，5  g の分銅が  1  個ずつある。これらの分銅を組み合わせて重さを作る方法は全部で何
通りあるか。

　⑵　180 の正の約数の個数を求めよ。

　　大小  2  個のサイコロを同時に投げるとき，目の和が偶数になる場合の数を求めよ。 （18点）

1

2

3

4

3　場合の数
氏

　
名

得

　
点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

2

2

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  1  から  7  までの数を  1  つずつ書いた  7  枚のカードがある。これらのカードから，同時に  2  枚のカ
ードをひくとき，次の場合の数を求めよ。 （各16点×2）

　⑴　カードの数の和が  9  か 10

　⑵　カードの数の積が  6  の倍数

　　  5  円，10円，50円の硬貨を使って，80円をちょうど支払う方法は何通りあるか。ただし，使わな
い硬貨があってもよいものとする。 （18点）

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　  1  g，2  g，5  g の分銅が  1  個ずつある。これらの分銅を組み合わせて重さを作る方法は全部で何
通りあるか。

　⑵　180 の正の約数の個数を求めよ。

　　大小  2  個のサイコロを同時に投げるとき，目の和が偶数になる場合の数を求めよ。 （18点）

1

2

3

4

3　場合の数
氏

　
名

得

　
点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

2

1 [独立な試行の確率①] 1枚の硬貨と1個のさいころをそれぞれ投げるとき，次の確率
を求めよ。
⑴　硬貨は表，さいころは偶数の目が出る確率
⑵　硬貨は裏，さいころは6の約数の目が出る確率
⑶　硬貨は表，さいころは5以上の目が出る確率

2 [独立な試行の確率②] Aの袋には白玉3個と赤玉5個，Bの袋には白玉2個と赤玉6

個が入っている。A，B の袋から玉を1個ずつ取り出すとき，玉の色が同じである確率を
求めよ。

3 [ 3 つの独立な試行] 1個のさいころ，1枚の硬貨，1組のトランプがある。さいころ，
硬貨をそれぞれ1回投げ，ジョーカーを除いたトランプから1枚を選ぶことを1つの試行
とするとき，さいころは1の目，硬貨は表，トランプはエースが出る確率を求めよ。

4 [反復試行の確率] 次の確率を求めよ。
　⑴　1個のさいころを3回投げるとき，6の目が1回だけ出る確率
　⑵　1枚の硬貨を5回投げるとき，表がちょうど3回出る確率

5 [条件付き確率①] 1から10までの数字が書かれた10枚のカードから1枚を引くとき，
引いたカードの数が，偶数であるという事象をA，7以上であるという事象をBとする。

　　このとき，条件付き確率  PAP (B)，PBP (A(( ) をそれぞれ求めよ。

6 [条件付き確率②] ある試行における事象 A，Bについて，P(A(( )=0.6，PBP (A(( )=0.5，
P(A(( ∩B)=0.2  であるとき，PAP (B)，P(B) の値をそれぞれ求めよ。

7 [乗法定理①] 白玉3個，赤玉6個が入っている袋から，玉を1個ずつ2個取り出し，
取り出した玉はもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。

　⑴　白玉，赤玉の順に出る確率 ⑵　少なくとも1個は白玉が出る確率

8 [乗法定理②]　当たりくじ3本を含む8本のくじを，A，B，C の3人がこの順に1本
ずつ引く。ただし，引いたくじはもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。

　⑴　3人とも当たる確率 ⑵　Cが当たる確率

問題　 39

  26  期待値の利用

3�� 表裏のある 4枚の硬貨を同時に投げるとき，表が出る硬貨の枚数の期待値を求めよ。

4�� 3 個のさいころを同時に投げるとき，1の目が出るさいころの個数の期待値を求めよ。

5�� 100�円硬貨を 4枚同時に投げ，表が出た硬貨の枚数が 3枚以上のときは�500�円を賞金と
してもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�150�円であるとき，ゲーム
に参加するのは得か，あるいは損か。

6�� 大小 2 個のさいころを同時に投げ，（2個のさいころの出た目の差の絶対値）×100�円を
賞金としてもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�200�円であるとき，
ゲームに参加するのは得か，あるいは損か。

7�� 1，2，……，9の数字が 1つずつ書かれた 9枚のカードが入った袋から，4枚のカード
を同時に取り出し，（4枚のカードに書かれた 4つの数の最大値）×100�円を賞金としても
らうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�700�円であるとき，ゲームに参加
するのは得か，あるいは損か。

例  題 �　1，2，……，9の数字が 1つずつ書かれた 9枚のカードが入った袋から 1枚のカー
ドを取り出し，取り出したカードに書かれた数が偶数であれば，（カードに書かれた
数）×100円を賞金としてもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が
200円であるとき，ゲームに参加するのは得か，あるいは損か。

考え方 �　賞金の期待値を求める。
解  答 ��　賞金は 0円，200円，400円，600円，800円のいずれかである。

　　　�　賞金が 0円となる確率は��　，賞金が200円，400円，600円，800円となる確率はそ

　　　れぞれ��　であるから，賞金の期待値は，

　　　　0×�　＋200×�　＋400×�　＋600×�　＋800×�　＝　　�＝222 .2……（円）

　　　　したがって，200円を払ってこのゲームに参加するのは，得である。答

5
9

1
9
5
9

1
9

1
9

1
9

1
9

2000
9

40　  第2章　確率40　  第2章　確率

問題

1 [独立な試行の確率①] 1枚の硬貨と1個のさいころをそれぞれ投げるとき，次の確率
を求めよ。
⑴　硬貨は表，さいころは偶数の目が出る確率
⑵　硬貨は裏，さいころは6の約数の目が出る確率
⑶　硬貨は表，さいころは5以上の目が出る確率

2 [独立な試行の確率②] Aの袋には白玉3個と赤玉5個，Bの袋には白玉2個と赤玉6

個が入っている。A，B の袋から玉を1個ずつ取り出すとき，玉の色が同じである確率を
求めよ。

3 [ 3 つの独立な試行] 1個のさいころ，1枚の硬貨，1組のトランプがある。さいころ，
硬貨をそれぞれ1回投げ，ジョーカーを除いたトランプから1枚を選ぶことを1つの試行
とするとき，さいころは1の目，硬貨は表，トランプはエースが出る確率を求めよ。

4 [反復試行の確率] 次の確率を求めよ。
　⑴　1個のさいころを3回投げるとき，6の目が1回だけ出る確率
　⑵　1枚の硬貨を5回投げるとき，表がちょうど3回出る確率

5 [条件付き確率①] 1から10までの数字が書かれた10枚のカードから1枚を引くとき，
引いたカードの数が，偶数であるという事象をA，7以上であるという事象をBとする。

　　このとき，条件付き確率  PAP (B)，PBP (A(( ) をそれぞれ求めよ。

6 [条件付き確率②] ある試行における事象 A，Bについて，P(A(( )=0.6，PBP (A(( )=0.5，
P(A(( ∩B)=0.2  であるとき，PAP (B)，P(B) の値をそれぞれ求めよ。

7 [乗法定理①] 白玉3個，赤玉6個が入っている袋から，玉を1個ずつ2個取り出し，
取り出した玉はもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。

　⑴　白玉，赤玉の順に出る確率 ⑵　少なくとも1個は白玉が出る確率

8 [乗法定理②]　当たりくじ3本を含む8本のくじを，A，B，C の3人がこの順に1本
ずつ引く。ただし，引いたくじはもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。

　⑴　3人とも当たる確率 ⑵　Cが当たる確率

問題　 39

  26  期待値の利用

3�� 表裏のある 4枚の硬貨を同時に投げるとき，表が出る硬貨の枚数の期待値を求めよ。

4�� 3 個のさいころを同時に投げるとき，1の目が出るさいころの個数の期待値を求めよ。

5�� 100�円硬貨を 4枚同時に投げ，表が出た硬貨の枚数が 3枚以上のときは�500�円を賞金と
してもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�150�円であるとき，ゲーム
に参加するのは得か，あるいは損か。

6�� 大小 2 個のさいころを同時に投げ，（2個のさいころの出た目の差の絶対値）×100�円を
賞金としてもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�200�円であるとき，
ゲームに参加するのは得か，あるいは損か。

7�� 1，2，……，9の数字が 1つずつ書かれた 9枚のカードが入った袋から，4枚のカード
を同時に取り出し，（4枚のカードに書かれた 4つの数の最大値）×100�円を賞金としても
らうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�700�円であるとき，ゲームに参加
するのは得か，あるいは損か。

例  題 �　1，2，……，9の数字が 1つずつ書かれた 9枚のカードが入った袋から 1枚のカー
ドを取り出し，取り出したカードに書かれた数が偶数であれば，（カードに書かれた
数）×100円を賞金としてもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が
200円であるとき，ゲームに参加するのは得か，あるいは損か。

考え方 �　賞金の期待値を求める。
解  答 ��　賞金は 0円，200円，400円，600円，800円のいずれかである。

　　　�　賞金が 0円となる確率は��　，賞金が200円，400円，600円，800円となる確率はそ

　　　れぞれ��　であるから，賞金の期待値は，

　　　　0×�　＋200×�　＋400×�　＋600×�　＋800×�　＝　　�＝222 .2……（円）

　　　　したがって，200円を払ってこのゲームに参加するのは，得である。答

5
9

1
9
5
9

1
9

1
9

1
9

1
9

2000
9
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問題

9

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  3  枚の硬貨を同時に投げるとき，表の出る枚数の期待値を求めよ。 （25点）

　　サイコロを  1  回投げて，1  の目が出れば600円，2  または  3  の目が出れば300円，その他の目が出
れば100円の賞金が得られるゲームがある。このゲームにおいて，サイコロを  1  回投げて得られる
賞金の期待値を求めよ。 （25点）

　　袋の中に白球  4  個，赤球  6  個が入っている。このとき，次の問いに答えよ。 （各25点×2）

　⑴　袋から球を  3  個同時に取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。

　⑵　袋から球を  1  個ずつ  3  回取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。ただし，取り出した球
は袋にもどすものとする。

1

2

3

10　期待値
氏

　
名

得

　
点 100

W ─ ① ─ 1

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

9 条件付き確率⑴

2　ある学校の入学試験で，合格者は全体の 60％で，他の学校と併願をした合格者は全体の 10％で
あった。合格者の中から 1人選ぶとき，その人が併願をした確率を求めよ。� （24点）

3　ある試行における事象A，Bについて，P（A）=0.3，P（B）=0.5，P（A∩B）=0.1 であるとき，PA（B），
PB（A）をそれぞれ求めよ。� （完答25点）

4　赤玉 5個，白玉 4個が入っている袋から，玉を 1個ずつ 2個取り出す。取り出した玉はもとに戻
さないとするとき，取り出した 2個の玉が同色である確率を求めよ。� （25点）

1　白玉 6個，青玉 4個が入っている袋から，取り出した玉はもとに戻さずに，1個ずつ 2個の玉を
取り出す。1個目に白玉が出たとして，次の事象の起こる条件付き確率を求めよ。� （各13点×2）

⑴　2個目に青玉が出る。　　　　　　　　⑵　2個目に白玉が出る。

⑴

⑵

1 [独立な試行の確率①] 1枚の硬貨と1個のさいころをそれぞれ投げるとき，次の確率
を求めよ。
⑴　硬貨は表，さいころは偶数の目が出る確率
⑵　硬貨は裏，さいころは6の約数の目が出る確率
⑶　硬貨は表，さいころは5以上の目が出る確率

2 [独立な試行の確率②] Aの袋には白玉3個と赤玉5個，Bの袋には白玉2個と赤玉6

個が入っている。A，B の袋から玉を1個ずつ取り出すとき，玉の色が同じである確率を
求めよ。

3 [ 3 つの独立な試行] 1個のさいころ，1枚の硬貨，1組のトランプがある。さいころ，
硬貨をそれぞれ1回投げ，ジョーカーを除いたトランプから1枚を選ぶことを1つの試行
とするとき，さいころは1の目，硬貨は表，トランプはエースが出る確率を求めよ。

4 [反復試行の確率] 次の確率を求めよ。
　⑴　1個のさいころを3回投げるとき，6の目が1回だけ出る確率
　⑵　1枚の硬貨を5回投げるとき，表がちょうど3回出る確率

5 [条件付き確率①] 1から10までの数字が書かれた10枚のカードから1枚を引くとき，
引いたカードの数が，偶数であるという事象をA，7以上であるという事象をBとする。

　　このとき，条件付き確率  PAP (B)，PBP (A(( ) をそれぞれ求めよ。

6 [条件付き確率②] ある試行における事象 A，Bについて，P(A(( )=0.6，PBP (A(( )=0.5，
P(A(( ∩B)=0.2  であるとき，PAP (B)，P(B) の値をそれぞれ求めよ。

7 [乗法定理①] 白玉3個，赤玉6個が入っている袋から，玉を1個ずつ2個取り出し，
取り出した玉はもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。

　⑴　白玉，赤玉の順に出る確率 ⑵　少なくとも1個は白玉が出る確率

8 [乗法定理②]　当たりくじ3本を含む8本のくじを，A，B，C の3人がこの順に1本
ずつ引く。ただし，引いたくじはもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。

　⑴　3人とも当たる確率 ⑵　Cが当たる確率

問題　 39

  26  期待値の利用

3�� 表裏のある 4枚の硬貨を同時に投げるとき，表が出る硬貨の枚数の期待値を求めよ。

4�� 3 個のさいころを同時に投げるとき，1の目が出るさいころの個数の期待値を求めよ。

5�� 100�円硬貨を 4枚同時に投げ，表が出た硬貨の枚数が 3枚以上のときは�500�円を賞金と
してもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�150�円であるとき，ゲーム
に参加するのは得か，あるいは損か。

6�� 大小 2 個のさいころを同時に投げ，（2個のさいころの出た目の差の絶対値）×100�円を
賞金としてもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�200�円であるとき，
ゲームに参加するのは得か，あるいは損か。

7�� 1，2，……，9の数字が 1つずつ書かれた 9枚のカードが入った袋から，4枚のカード
を同時に取り出し，（4枚のカードに書かれた 4つの数の最大値）×100�円を賞金としても
らうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�700�円であるとき，ゲームに参加
するのは得か，あるいは損か。

例  題 �　1，2，……，9の数字が 1つずつ書かれた 9枚のカードが入った袋から 1枚のカー
ドを取り出し，取り出したカードに書かれた数が偶数であれば，（カードに書かれた
数）×100円を賞金としてもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が
200円であるとき，ゲームに参加するのは得か，あるいは損か。

考え方 �　賞金の期待値を求める。
解  答 ��　賞金は 0円，200円，400円，600円，800円のいずれかである。

　　　�　賞金が 0円となる確率は��　，賞金が200円，400円，600円，800円となる確率はそ

　　　れぞれ��　であるから，賞金の期待値は，

　　　　0×�　＋200×�　＋400×�　＋600×�　＋800×�　＝　　�＝222 .2……（円）

　　　　したがって，200円を払ってこのゲームに参加するのは，得である。答
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1
9

1
9

1
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問題

9

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  3  枚の硬貨を同時に投げるとき，表の出る枚数の期待値を求めよ。 （25点）

　　サイコロを  1  回投げて，1  の目が出れば600円，2  または  3  の目が出れば300円，その他の目が出
れば100円の賞金が得られるゲームがある。このゲームにおいて，サイコロを  1  回投げて得られる
賞金の期待値を求めよ。 （25点）

　　袋の中に白球  4  個，赤球  6  個が入っている。このとき，次の問いに答えよ。 （各25点×2）

　⑴　袋から球を  3  個同時に取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。

　⑵　袋から球を  1  個ずつ  3  回取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。ただし，取り出した球
は袋にもどすものとする。

1

2

3

10　期待値
氏

　
名

得

　
点 100

W ─ ① ─ 1

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

9 条件付き確率⑴

2　ある学校の入学試験で，合格者は全体の 60％で，他の学校と併願をした合格者は全体の 10％で
あった。合格者の中から 1人選ぶとき，その人が併願をした確率を求めよ。� （24点）

3　ある試行における事象A，Bについて，P（A）=0.3，P（B）=0.5，P（A∩B）=0.1 であるとき，PA（B），
PB（A）をそれぞれ求めよ。� （完答25点）

4　赤玉 5個，白玉 4個が入っている袋から，玉を 1個ずつ 2個取り出す。取り出した玉はもとに戻
さないとするとき，取り出した 2個の玉が同色である確率を求めよ。� （25点）

1　白玉 6個，青玉 4個が入っている袋から，取り出した玉はもとに戻さずに，1個ずつ 2個の玉を
取り出す。1個目に白玉が出たとして，次の事象の起こる条件付き確率を求めよ。� （各13点×2）

⑴　2個目に青玉が出る。　　　　　　　　⑵　2個目に白玉が出る。

⑴

⑵

1 [独立な試行の確率①] 1枚の硬貨と1個のさいころをそれぞれ投げるとき，次の確率
を求めよ。
⑴　硬貨は表，さいころは偶数の目が出る確率
⑵　硬貨は裏，さいころは6の約数の目が出る確率
⑶　硬貨は表，さいころは5以上の目が出る確率

2 [独立な試行の確率②] Aの袋には白玉3個と赤玉5個，Bの袋には白玉2個と赤玉6

個が入っている。A，B の袋から玉を1個ずつ取り出すとき，玉の色が同じである確率を
求めよ。

3 [ 3 つの独立な試行] 1個のさいころ，1枚の硬貨，1組のトランプがある。さいころ，
硬貨をそれぞれ1回投げ，ジョーカーを除いたトランプから1枚を選ぶことを1つの試行
とするとき，さいころは1の目，硬貨は表，トランプはエースが出る確率を求めよ。

4 [反復試行の確率] 次の確率を求めよ。
　⑴　1個のさいころを3回投げるとき，6の目が1回だけ出る確率
　⑵　1枚の硬貨を5回投げるとき，表がちょうど3回出る確率

5 [条件付き確率①] 1から10までの数字が書かれた10枚のカードから1枚を引くとき，
引いたカードの数が，偶数であるという事象をA，7以上であるという事象をBとする。

　　このとき，条件付き確率  PAP (B)，PBP (A(( ) をそれぞれ求めよ。

6 [条件付き確率②] ある試行における事象 A，Bについて，P(A(( )=0.6，PBP (A(( )=0.5，
P(A(( ∩B)=0.2  であるとき，PAP (B)，P(B) の値をそれぞれ求めよ。

7 [乗法定理①] 白玉3個，赤玉6個が入っている袋から，玉を1個ずつ2個取り出し，
取り出した玉はもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。

　⑴　白玉，赤玉の順に出る確率 ⑵　少なくとも1個は白玉が出る確率

8 [乗法定理②]　当たりくじ3本を含む8本のくじを，A，B，C の3人がこの順に1本
ずつ引く。ただし，引いたくじはもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。

　⑴　3人とも当たる確率 ⑵　Cが当たる確率

問題　 39

  26  期待値の利用

3�� 表裏のある 4枚の硬貨を同時に投げるとき，表が出る硬貨の枚数の期待値を求めよ。

4�� 3 個のさいころを同時に投げるとき，1の目が出るさいころの個数の期待値を求めよ。

5�� 100�円硬貨を 4枚同時に投げ，表が出た硬貨の枚数が 3枚以上のときは�500�円を賞金と
してもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�150�円であるとき，ゲーム
に参加するのは得か，あるいは損か。

6�� 大小 2 個のさいころを同時に投げ，（2個のさいころの出た目の差の絶対値）×100�円を
賞金としてもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�200�円であるとき，
ゲームに参加するのは得か，あるいは損か。

7�� 1，2，……，9の数字が 1つずつ書かれた 9枚のカードが入った袋から，4枚のカード
を同時に取り出し，（4枚のカードに書かれた 4つの数の最大値）×100�円を賞金としても
らうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�700�円であるとき，ゲームに参加
するのは得か，あるいは損か。

例  題 �　1，2，……，9の数字が 1つずつ書かれた 9枚のカードが入った袋から 1枚のカー
ドを取り出し，取り出したカードに書かれた数が偶数であれば，（カードに書かれた
数）×100円を賞金としてもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が
200円であるとき，ゲームに参加するのは得か，あるいは損か。

考え方 �　賞金の期待値を求める。
解  答 ��　賞金は 0円，200円，400円，600円，800円のいずれかである。

　　　�　賞金が 0円となる確率は��　，賞金が200円，400円，600円，800円となる確率はそ

　　　れぞれ��　であるから，賞金の期待値は，

　　　　0×�　＋200×�　＋400×�　＋600×�　＋800×�　＝　　�＝222 .2……（円）

　　　　したがって，200円を払ってこのゲームに参加するのは，得である。答
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問題

9

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  3  枚の硬貨を同時に投げるとき，表の出る枚数の期待値を求めよ。 （25点）

　　サイコロを  1  回投げて，1  の目が出れば600円，2  または  3  の目が出れば300円，その他の目が出
れば100円の賞金が得られるゲームがある。このゲームにおいて，サイコロを  1  回投げて得られる
賞金の期待値を求めよ。 （25点）

　　袋の中に白球  4  個，赤球  6  個が入っている。このとき，次の問いに答えよ。 （各25点×2）

　⑴　袋から球を  3  個同時に取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。

　⑵　袋から球を  1  個ずつ  3  回取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。ただし，取り出した球
は袋にもどすものとする。

1

2

3

10　期待値
氏

　
名

得

　
点 100

W ─ ① ─ 1

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

9 条件付き確率⑴

2　ある学校の入学試験で，合格者は全体の 60％で，他の学校と併願をした合格者は全体の 10％で
あった。合格者の中から 1人選ぶとき，その人が併願をした確率を求めよ。� （24点）

3　ある試行における事象A，Bについて，P（A）=0.3，P（B）=0.5，P（A∩B）=0.1 であるとき，PA（B），
PB（A）をそれぞれ求めよ。� （完答25点）

4　赤玉 5個，白玉 4個が入っている袋から，玉を 1個ずつ 2個取り出す。取り出した玉はもとに戻
さないとするとき，取り出した 2個の玉が同色である確率を求めよ。� （25点）

1　白玉 6個，青玉 4個が入っている袋から，取り出した玉はもとに戻さずに，1個ずつ 2個の玉を
取り出す。1個目に白玉が出たとして，次の事象の起こる条件付き確率を求めよ。� （各13点×2）

⑴　2個目に青玉が出る。　　　　　　　　⑵　2個目に白玉が出る。

⑴

⑵

8

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の確率を求めよ。 （各16点×3）

　⑴　  1  個のサイコロを  2  回投げるとき，1  回目に奇数，2  回目に  3  の倍数の目が出る確率

　⑵　  3  本の当たりくじが入っている15本のくじから，A が  1  本引き，これをもどしてから B が  1  本
引くとき，2  人ともはずれる確率

　⑶　白球  4  個，赤球  2  個が入った袋から球を  1  個取り出し，色を調べてもとにもどすことを  3  回続
けて行うとき，1  回目に白，2  回目に赤，3  回目に白の球が出る確率

　　  1  個のサイコロを  4  回投げるとき，次の確率を求めよ。 （⑴⑵各17点，⑶18点）

　⑴　  1  の目がちょうど  2  回出る確率

　⑵　  4  回目にちょうど  3  度目の  1  の目が出る確率

　⑶　偶数の目が  2  回以上出る確率

1

2

9　独立な試行の確率
氏

　
名

得

　
点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

8

8

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の確率を求めよ。 （各16点×3）

　⑴　  1  個のサイコロを  2  回投げるとき，1  回目に奇数，2  回目に  3  の倍数の目が出る確率

　⑵　  3  本の当たりくじが入っている15本のくじから，A が  1  本引き，これをもどしてから B が  1  本
引くとき，2  人ともはずれる確率

　⑶　白球  4  個，赤球  2  個が入った袋から球を  1  個取り出し，色を調べてもとにもどすことを  3  回続
けて行うとき，1  回目に白，2  回目に赤，3  回目に白の球が出る確率

　　  1  個のサイコロを  4  回投げるとき，次の確率を求めよ。 （⑴⑵各17点，⑶18点）

　⑴　  1  の目がちょうど  2  回出る確率

　⑵　  4  回目にちょうど  3  度目の  1  の目が出る確率

　⑶　偶数の目が  2  回以上出る確率

1

2

9　独立な試行の確率
氏

　
名

得

　
点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

8

8

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の確率を求めよ。 （各16点×3）

　⑴　  1  個のサイコロを  2  回投げるとき，1  回目に奇数，2  回目に  3  の倍数の目が出る確率

　⑵　  3  本の当たりくじが入っている15本のくじから，A が  1  本引き，これをもどしてから B が  1  本
引くとき，2  人ともはずれる確率

　⑶　白球  4  個，赤球  2  個が入った袋から球を  1  個取り出し，色を調べてもとにもどすことを  3  回続
けて行うとき，1  回目に白，2  回目に赤，3  回目に白の球が出る確率

　　  1  個のサイコロを  4  回投げるとき，次の確率を求めよ。 （⑴⑵各17点，⑶18点）

　⑴　  1  の目がちょうど  2  回出る確率

　⑵　  4  回目にちょうど  3  度目の  1  の目が出る確率

　⑶　偶数の目が  2  回以上出る確率

1

2

9　独立な試行の確率
氏

　
名

得

　
点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

8

8

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の確率を求めよ。 （各16点×3）

　⑴　  1  個のサイコロを  2  回投げるとき，1  回目に奇数，2  回目に  3  の倍数の目が出る確率

　⑵　  3  本の当たりくじが入っている15本のくじから，A が  1  本引き，これをもどしてから B が  1  本
引くとき，2  人ともはずれる確率

　⑶　白球  4  個，赤球  2  個が入った袋から球を  1  個取り出し，色を調べてもとにもどすことを  3  回続
けて行うとき，1  回目に白，2  回目に赤，3  回目に白の球が出る確率

　　  1  個のサイコロを  4  回投げるとき，次の確率を求めよ。 （⑴⑵各17点，⑶18点）

　⑴　  1  の目がちょうど  2  回出る確率

　⑵　  4  回目にちょうど  3  度目の  1  の目が出る確率

　⑶　偶数の目が  2  回以上出る確率

1

2

9　独立な試行の確率
氏

　
名

得

　
点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

8
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  1  から 100 までの自然数で，3  の倍数全体の集合を A，4  の倍数全体の集合を B，7  の倍数全体の
集合を C とするとき，次の値を求めよ。 （⑴〜⑷各12点×4，⑸⑹各13点×2）

　⑴　n(A) ⑵　n(B) ⑶　n(B∪C)

　⑷　n(A∩B∩C) ⑸　n(B∩C) ⑹　n(A∪B)

　　150人の生徒について，通学方法を調べたところ，電車を利用している生徒は62人，電車とバス
の両方を利用している生徒は36人，どちらも利用していない生徒は27人であった。次の問いに答え
よ。 （各13点×2）

　⑴　電車またはバスを利用している生徒は何人か。

　⑵　バスだけを利用している生徒は何人か。

1

2

2　集合の要素の個数
氏

　名

得

　点 100

n(B∪C)=n(B)+n(C)

 －n(B∩C)

n(C)=14，n(B∩C)=3  より，
n(B∪C)=25+14－3=36

n(B)=n(U)－n(B)

100 ÷ 4=25  より，n(B)=25

n(B)=100－25=75

100 ÷ 3=33  余り  1  より，
n(A)=33

n(A∪B)=n(A∩B)

=n(U)－n(A∩B)

n(A∩B)=8  より，
n(A∪B)=100－8=92

n(B∩C)=n(B∪C)

=n(U)－n(B∪C)

=100－36=64

  3，4，7  の最小公倍数 84 の倍

数全体の集合の個数

100 ÷ 84=1  余り 16 より，
n(A∩B∩C)=1

生徒全体の集合を U，電車を利用している生徒の集合を A，バスを利用している生徒の集合を 

 B とする。n(U)=150，n(A)=62，n(A∩B)=36，n(A∪B)=27

n(A∪B)=n(U)－n(A∪B)=150－27=123

75

64

36

92

33

1

n(A∩B)=n(A∪B)－n(A)=123－62=61

61人

123人

U

A B

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

1



12

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  1  から  7  までの数を  1  つずつ書いた  7  枚のカードがある。これらのカードから，同時に  2  枚のカ
ードをひくとき，次の場合の数を求めよ。 （各16点×2）

　⑴　カードの数の和が  9  か 10

　⑵　カードの数の積が  6  の倍数

　　  5  円，10円，50円の硬貨を使って，80円をちょうど支払う方法は何通りあるか。ただし，使わな
い硬貨があってもよいものとする。 （18点）

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　  1  g，2  g，5  g の分銅が  1  個ずつある。これらの分銅を組み合わせて重さを作る方法は全部で何
通りあるか。

　⑵　180 の正の約数の個数を求めよ。

　　大小  2  個のサイコロを同時に投げるとき，目の和が偶数になる場合の数を求めよ。 （18点）

1

2

3

4

3　場合の数
氏

　名

得

　点 100

和が  9  になるカードの組合せは，(2，7)，(3，6)，(4，5)の  3  通り。

和が 10 になるカードの組合せは，(3，7)，(4，6)の  2  通り。全部で，3+2=5 (通り)

　　　　　　　　　　　　　カードの数の積の最大値は  6*7=42　　42 以下の  6  の倍数につ

いて，それぞれのカードの組合せは，6…(1，6)，(2，3)，12…(2，6)，(3，4)，18…(3，6)，
24…(4，6)，30…(5，6)，36…なし，42…(6，7)，全部で，2+2+1+1+1+1=8 (通り)

50円 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10円 3 2 1 0 8 7 6 5 4 3 2 1 0

5円 0 2 4 6 0 2 4 6 8 10 12 14 16

それぞれの分銅で，使い方は，0  個，1  個の  2  通りあるから，2*2*2=8 (通り)

この中には，どれも使わない場合が  1  通りふくまれるので，8－1=7 (通り)

180=22*32*5　と素因数分解できる。

よって，約数の個数は，(2+1)・(2+1)・(1+1)=18 (個)

「  2  個とも奇数」の場合か「  2  個とも偶数」の場合である。2  個とも奇数の場合，それぞれのサイ
コロの目の出方は  1，3，5  の  3  通りだから，3*3=9  (通り)。

  2  個とも偶数の場合も同様に  9  通り。全部で  9+9=18 (通り)

  5  通り

  8  通り

18個

18通り

13通り

  7  通り

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

2
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  1  から  9  までの数字が  1  つずつ書かれた  9  枚のカードから  3  枚を使って  3  けたの整数を作るとき，
次の問いに答えよ。 （各14点×2）

　⑴　整数は全部で何個できるか。

　⑵　奇数は何個できるか。

　　男子  4  人と女子  2  人が  1  列に並ぶとき，次のような並び方はそれぞれ何通りあるか。
　⑴　両端に男子が並ぶ。 （各14点×2）

　⑵　女子  2  人が隣り合うように並ぶ。

　　男子  5  人と女子  2  人を円形のテーブルのまわりに着席させるとき，次の問いに答えよ。
　⑴　着席の仕方は全部で何通りあるか。 （各14点×2）

　⑵　  2  人の女子が隣り合わないように着席する仕方は何通りあるか。

　　 A，B，C，D，E の  5  人を  1  号室，2  号室，3  号室の  3  つの部屋に入れる入れ方は何通りあるか。
ただし，空き室があってもよいものとする。 （16点）

1

2

3

4

4　順列
氏

　名

得

　点 100

9P3=9・8・7=504 (個)

一の位の数は，1，3，5，7，9  のいずれかで，選び方は  5  通り。

百の位と十の位の数は，残りの  8  枚から並べる。よって，5*8P2=5・8・7=280 (個)

両端に男子が並ぶ並び方は，4P2 通り。残りの  4  人の並び方は，4! 通り。

よって，4P2*4!=288 (通り)

  2  人の女子をひとまとめにして，5  人の並び方が5!通り。

そのおのおのに対して女子の並び方が 2! 通りあるから，
5!*2!=240 (通り)

  7  人を円形に並べる円順列より，(7－1)!=720 (通り)

男子  5  人を先に並べ，男子の間の  5  ヶ所のうちの  2  ヶ所に女子を  1  人ずつ入れる。

(5－1)!*5P2=4・3・2・1・5・4=480 (通り)

 A がどの部屋に入るかは  3  通り。B から E についてもそれぞれ同じく  3  通りだから，
35=243 (通り)

504個

280個

240通り

720通り

288通り

480通り

243通り

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

3
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　円周上に  7  個の点がある。これから  3  個の点を選んでできる三角形は何通りあるか。

　⑵　男子  6  人，女子  5  人から，男女それぞれ  2  人ずつ選ぶとき，その選び方は何通りあるか。

　　  1，2，3，4  の数字が書かれた赤玉が  4  個，5，6，7，8，9  の数字が書かれた白玉が  5  個入ってい
る袋がある。この袋の中から，よくかきまぜて玉を  3  個取り出すとき，少なくとも  1  個赤玉が含ま
れる取り出し方は何通りあるか。 （17点）

　　A，A，A，B，B，C，C の  7  文字を並べるとき，その並べ方は何通りあるか。 （17点）

　　  5  個のリンゴを A，B，C の  3  人に分ける分け方は，次のような場合何通りあるか。 （各17点×2）

　⑴　各人が少なくとも  1  個はもらう場合

　⑵　  1  個ももらわない人があってもよい場合

1

2

3

4

5　組合せ
氏

　名

得

　点 100

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　円周上に  7  個の点がある。これから  3  個の点を選んでできる三角形は何通りあるか。

　⑵　男子  6  人，女子  5  人から，男女それぞれ  2  人ずつ選ぶとき，その選び方は何通りあるか。

　　  1，2，3，4  の数字が書かれた赤玉が  4  個，5，6，7，8，9  の数字が書かれた白玉が  5  個入ってい
る袋がある。この袋の中から，よくかきまぜて玉を  3  個取り出すとき，少なくとも  1  個赤玉が含ま
れる取り出し方は何通りあるか。 （17点）

　　A，A，A，B，B，C，C の  7  文字を並べるとき，その並べ方は何通りあるか。 （17点）

　　  5  個のリンゴを A，B，C の  3  人に分ける分け方は，次のような場合何通りあるか。 （各17点×2）

　⑴　各人が少なくとも  1  個はもらう場合

　⑵　  1  個ももらわない人があってもよい場合

1

2

3

4

5　組合せ
氏

　名

得

　点 100

円周上の  7  個の点から  3  個を選ぶと，必ず三角形ができるから，7C3=
7!

3! 4!
=35 (通り)

男子  6  人から  2  人選ぶ選び方は，6C2 通り。女子  5  人から  2  人選ぶ選び方は，5C2 通り。

よって，6C2*5C2=
6!

2! 4!
*

5!
2! 3!

=150 (通り)

(少なくとも  1  個が赤玉)=(すべての取り出し方)－(  3  個とも白玉)　である。

よって，9C3－5C3=
9!

3! 6!
－ 5!

3! 2!
=74 (通り)

A  3  個，B  2  個，C  2  個が同じものであるから，並べ方は， 7!
3! 2! 2!

=210 (通り)

210通り

35通り

  5  個のリンゴを〇で表し，その間の  4  ヶ所に  2  つの仕切り│を

置く場合の数に等しい。よって，4C2=
4!

2! 2!
=6 (通り)

  5  個の〇と  2  本の│の，合計  7  つを  1  列に並べる並べ方に等しい。

よって， 7!
2! 5!

=21 (通り)

21通り

74通り

150通り

  6  通り

A

1

B

2

C

2

A B

1 0

C

4

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　円周上に  7  個の点がある。これから  3  個の点を選んでできる三角形は何通りあるか。

　⑵　男子  6  人，女子  5  人から，男女それぞれ  2  人ずつ選ぶとき，その選び方は何通りあるか。

　　  1，2，3，4  の数字が書かれた赤玉が  4  個，5，6，7，8，9  の数字が書かれた白玉が  5  個入ってい
る袋がある。この袋の中から，よくかきまぜて玉を  3  個取り出すとき，少なくとも  1  個赤玉が含ま
れる取り出し方は何通りあるか。 （17点）

　　A，A，A，B，B，C，C の  7  文字を並べるとき，その並べ方は何通りあるか。 （17点）

　　  5  個のリンゴを A，B，C の  3  人に分ける分け方は，次のような場合何通りあるか。 （各17点×2）

　⑴　各人が少なくとも  1  個はもらう場合

　⑵　  1  個ももらわない人があってもよい場合

1

2

3

4

5　組合せ
氏

　名

得

　点 100

円周上の  7  個の点から  3  個を選ぶと，必ず三角形ができるから，7C3=
7!

3! 4!
=35 (通り)

男子  6  人から  2  人選ぶ選び方は，6C2 通り。女子  5  人から  2  人選ぶ選び方は，5C2 通り。

よって，6C2*5C2=
6!

2! 4!
*

5!
2! 3!

=150 (通り)

(少なくとも  1  個が赤玉)=(すべての取り出し方)－(  3  個とも白玉)　である。

よって，9C3－5C3=
9!

3! 6!
－ 5!

3! 2!
=74 (通り)

A  3  個，B  2  個，C  2  個が同じものであるから，並べ方は， 7!
3! 2! 2!

=210 (通り)

210通り

35通り

  5  個のリンゴを〇で表し，その間の  4  ヶ所に  2  つの仕切り│を

置く場合の数に等しい。よって，4C2=
4!

2! 2!
=6 (通り)

  5  個の〇と  2  本の│の，合計  7  つを  1  列に並べる並べ方に等しい。

よって， 7!
2! 5!

=21 (通り)

21通り

74通り

150通り

  6  通り

A

1

B

2

C

2

A B

1 0

C

4

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

4 組合せ⑴

2

1

4

3

　次の値を求めよ。� （各5点×4）

⑴ 4C2	 ⑵ 7C3	 ⑶ 9C4	 ⑷ 6C1

　正十角形について，次の数を求めよ。� （各14点×2）

⑴　３個の頂点を結んでできる三角形の個数

⑵　対角線の本数

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

⑴

⑵

（各13点×2）

（各13点×2）

⑴　4C2=
4·3
�

2·1 =6 ⑵　7C3=
7·6·5
�

3·2·1 =35 ⑶　9C4=
9·8·7·6
�

4·3·2·1 =126 ⑷　6C1=6

6 35 126 6

⑵　10C2－10=45－10=35（本）

⑴　10C3=
10·9·8
�

3·2·1 =120（個） 120（個）

35（本）
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　円周上に  7  個の点がある。これから  3  個の点を選んでできる三角形は何通りあるか。

　⑵　男子  6  人，女子  5  人から，男女それぞれ  2  人ずつ選ぶとき，その選び方は何通りあるか。

　　  1，2，3，4  の数字が書かれた赤玉が  4  個，5，6，7，8，9  の数字が書かれた白玉が  5  個入ってい
る袋がある。この袋の中から，よくかきまぜて玉を  3  個取り出すとき，少なくとも  1  個赤玉が含ま
れる取り出し方は何通りあるか。 （17点）

　　A，A，A，B，B，C，C の  7  文字を並べるとき，その並べ方は何通りあるか。 （17点）

　　  5  個のリンゴを A，B，C の  3  人に分ける分け方は，次のような場合何通りあるか。 （各17点×2）

　⑴　各人が少なくとも  1  個はもらう場合

　⑵　  1  個ももらわない人があってもよい場合

1

2

3

4

5　組合せ
氏

　名

得

　点 100

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　円周上に  7  個の点がある。これから  3  個の点を選んでできる三角形は何通りあるか。

　⑵　男子  6  人，女子  5  人から，男女それぞれ  2  人ずつ選ぶとき，その選び方は何通りあるか。

　　  1，2，3，4  の数字が書かれた赤玉が  4  個，5，6，7，8，9  の数字が書かれた白玉が  5  個入ってい
る袋がある。この袋の中から，よくかきまぜて玉を  3  個取り出すとき，少なくとも  1  個赤玉が含ま
れる取り出し方は何通りあるか。 （17点）

　　A，A，A，B，B，C，C の  7  文字を並べるとき，その並べ方は何通りあるか。 （17点）

　　  5  個のリンゴを A，B，C の  3  人に分ける分け方は，次のような場合何通りあるか。 （各17点×2）

　⑴　各人が少なくとも  1  個はもらう場合

　⑵　  1  個ももらわない人があってもよい場合

1

2

3

4

5　組合せ
氏

　名

得

　点 100

円周上の  7  個の点から  3  個を選ぶと，必ず三角形ができるから，7C3=
7!

3! 4!
=35 (通り)

男子  6  人から  2  人選ぶ選び方は，6C2 通り。女子  5  人から  2  人選ぶ選び方は，5C2 通り。

よって，6C2*5C2=
6!

2! 4!
*

5!
2! 3!

=150 (通り)

(少なくとも  1  個が赤玉)=(すべての取り出し方)－(  3  個とも白玉)　である。

よって，9C3－5C3=
9!

3! 6!
－ 5!

3! 2!
=74 (通り)

A  3  個，B  2  個，C  2  個が同じものであるから，並べ方は， 7!
3! 2! 2!

=210 (通り)

210通り

35通り

  5  個のリンゴを〇で表し，その間の  4  ヶ所に  2  つの仕切り│を

置く場合の数に等しい。よって，4C2=
4!

2! 2!
=6 (通り)

  5  個の〇と  2  本の│の，合計  7  つを  1  列に並べる並べ方に等しい。

よって， 7!
2! 5!

=21 (通り)

21通り

74通り

150通り

  6  通り

A

1

B

2

C

2

A B

1 0

C

4

A

B

C

　STREETの 6文字を 1列に並べるとき，次の問いに答えよ。� （各11点×3）

⑴　すべての並べ方は何通りあるか。

⑵　2つの Eが隣り合わない並べ方は何通りあるか。

⑶　S，Rがこの順で並ぶ並べ方は何通りあるか。

3

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

5 組合せ⑵

1

2

4　右の図のような道のある町がある。次の場合，最短の道順の
総数を求めよ。� （各11点×3）

⑴　Aから Bまで行く。

⑵　Aから Cを通ってBまで行く。

⑶　Aから Cを通らないでBまで行く。

⑴

⑴

⑵

⑵

⑶

⑶

180（通り）

120（通り）

90（通り）

⑵　2つの Eが隣り合う並べ方は， 5!
�

2! =60（通り）
　　（すべての並べ方）－（2つの Eが隣り合う並べ方）
　　より，⑴から，180－60=120（通り）

⑶　
6!

�

2! 2! 2! =90（通り）

⑴　 6!
�

2! 2! 1! 1! =180（通り）

126（通り）

40（通り）

86（通り）

⑴　 9!
�

4! 5! =126（通り）

⑵　（Aから Cまでの最短の道順の総数）
　×（Cから Bまでの最短の道順の総数）より，
　

5!
�

3! 2!×
4!

�

1! 3! =40（通り）

⑶　⑴，⑵から，126－40=86（通り）
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の確率を求めよ。 （各16点×2）

　⑴　大小  2  つのサイコロを同時に投げるとき，同じ目が出る確率

　⑵　10円，50円，100円の  3  枚の硬貨を同時に投げるとき，2  枚が表になる確率

　　次の確率を求めよ。 （各17点×2）

　⑴　赤球  2  個，白球  3  個が入った袋から，同時に  2  個の球を取り出すとき，2  個とも白球が出る確
率

　⑵　15本のくじの中に当たりくじが  2  本入っている。このくじから同時に  2  本引くとき，1  本だけ
当たる確率

　　 A，B，C，D，E の  5  人が  1  列に並ぶとき，次の確率を求めよ。 （各17点×2）

　⑴　 A，B が隣り合う確率

　⑵　 A，B が両端に並ぶ確率

1

2

3

7　確率の基本性質⑴
氏

　名

得

　点 100

起こりうるすべての場合の数は，6*6=36 (通り)

同じ目の出る場合の数は，(1，1)，(2，2)，(3，3)，(4，4)，(5，5)，(6，6)の  6  通り。
よって，求める確率は， 6

36
=

1
6

起こりうるすべての場合の数は，2*2*2=8 (通り)　　表を〇，裏を*で表すと，
  2  枚が表になる場合は，(10円，50円，100円)=(〇，〇，*)，(〇，*，〇)，

(*，〇，〇)の  3  通り。よって，求める確率は， 3
8

  5  個の球から  2  個を取り出す場合の数は，5C2 通り。

  3  個の白球から  2  個取り出す場合の数は，3C2 通り。
よって，求める確率は， 3C2

5C2
=

3
10

15本のくじから  2  本引く場合の数は，15C2 通り。

当たりくじ  2  本から  1  本引き，はずれくじ13本から

  1  本引く場合の数は，2C1*13C1  通り。

よって，求める確率は， 2C1*13C1

15C2
=

26
105

  5  人の並び方の全部の場合の数は，5! 通り。

 A，B が隣り合う並び方の場合の数は，4!・2!  通り。
よって，求める確率は， 4!・2!

5!
=

2
5

両端に A，B が並ぶ場合の数は，3!・2!  通り。

よって，求める確率は， 3!・2!
5!

=
1
10

1
6

3
8

3
10

26
105

2
5

1
10

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  1  個のサイコロを投げるとき，次の事象のうち，排反事象となるものはどれとどれか。 （20点）

　　A：  2  の目が出る B：偶数の目が出る
　　C：奇数の目が出る D：  4  以上の目が出る

　　  1  から 30 までの整数を  1  つずつ書いた30枚のカードから  1  枚引くとき，4  の倍数のカードまたは，
7  の倍数のカードを引く確率を求めよ。 （20点）

　　白球  6  個，赤球  5  個が入った袋から，同時に  3  個の球を取り出すとき，次の確率を求めよ。
　⑴　赤球が  2  個以上出る確率 （各20点×2）

　⑵　少なくとも  1  個赤球が出る確率

　　  1  から 20 までの整数を  1  つずつ書いた20枚のカードから  3  枚引くとき，3  の倍数が含まれている
確率を求めよ。 （20点）

1

2

3

4

8　確率の基本性質⑵
氏

　名

得

　点 100

それぞれの事象は，A={2}，B={2，4，6}，C={1，3，5}，D={4，5，6}

よって，排反事象になるのは，A と C，A と D，B と C

  4  の倍数を引く事象を A，7  の倍数を引く事象を B とする。

30 ÷ 4=7  余り  2  より，P(A)=
7
30

 ，30 ÷ 7=4  余り  2  より，P(B)=
4
30

 ，

30 ÷ 28=1  余り  2  より，P(A∩B)=
1
30

 ，

よって，P(A∪B)=P(A)+P(B)－P(A∩B)=
7
30

+
4
30
－ 1

30
=

1
3

11個の球から  3  個を取り出す場合の数は，11C3 通り。

  3  個とも赤である事象を A，2  個が赤，1  個が白である事象を B とすると，
P(A)= 5C3

11C3
=

2
33

 ，　　P(B)= 5C2*6C1

11C3
=

12
33

 A と B は排反だから，P(A∪B)=P(A)+P(B)=
2
33

+
12
33

=
14
33

「  3  個とも白球」の余事象を考える。3  個とも白球である場合の数は，6C3 通りだから，

求める確率は，1－ 6C3

11C3
=

29
33

A と C，A と D，B と C

20枚から  3  枚引く場合の数は，20C3 通り。20 ÷ 3=6  余り  2  より，3  の倍数でない数の個数は，
20－6=14  だから，3  枚とも  3  の倍数でない場合の数は，14C3 通り

よって，求める確率は，1－ 14C3

20C3
=

194
285

1
3

14
33

29
33

194
285

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の確率を求めよ。 （各16点×3）

　⑴　  1  個のサイコロを  2  回投げるとき，1  回目に奇数，2  回目に  3  の倍数の目が出る確率

　⑵　  3  本の当たりくじが入っている15本のくじから，A が  1  本引き，これをもどしてから B が  1  本
引くとき，2  人ともはずれる確率

　⑶　白球  4  個，赤球  2  個が入った袋から球を  1  個取り出し，色を調べてもとにもどすことを  3  回続
けて行うとき，1  回目に白，2  回目に赤，3  回目に白の球が出る確率

　　  1  個のサイコロを  4  回投げるとき，次の確率を求めよ。 （⑴⑵各17点，⑶18点）

　⑴　  1  の目がちょうど  2  回出る確率

　⑵　  4  回目にちょうど  3  度目の  1  の目が出る確率

　⑶　偶数の目が  2  回以上出る確率

1

2

9　独立な試行の確率
氏

　名

得

　点 100

奇数が出る確率は， 3
6

=
1
2
　　  3  の倍数の目が出る確率は， 2

6
=

1
3

よって，求める確率は， 1
2

*
1
3

=
1
6

 A がはずれる確率は，1－ 3
15

=
4
5
　　 B がはずれる確率も 

4
5

 だから，

求める確率は， 4
5

*
4
5

=
16
25

  1  回につき白が出る確率は， 4
6

=
2
3

 ，赤が出る確率は， 2
6

=
1
3

  3  回の試行はそれぞれ独立だから，求める確率は　 2
3

*
1
3

*
2
3

=
4
27

  1  の目が出る確率は 
1
6

 で，1  の目が出ない確率は  1－ 1
6

=
5
6

  だから，

求める確率は，4C2 
�
�

1
6
�
�

2

 ��
5
6
�
�

2

=
25
216

  3  回目までに  2  度  1  の目が出て，さらに，4  回目に  1  の目が出る場合である。

求める確率は，3C2 
�
�

1
6
�
�

2

 ��
5
6
�
�*

1
6

=
5

432

偶数の目が全く出ない確率は，��
1
2
�
�

4

=
1
16

  　　  1  回だけ出る確率は，4C1 
�
�

1
2
�
�

1

 ��
1
2
�
�

3

=
4
16

この余事象を考えると，求める確率は，1－��
1
16

+
4
16
�
�=

11
16

1
6

16
25

4
27

25
216

5
432

11
16

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  3  枚の硬貨を同時に投げるとき，表の出る枚数の期待値を求めよ。 （25点）

　　サイコロを  1  回投げて，1  の目が出れば600円，2  または  3  の目が出れば300円，その他の目が出
れば100円の賞金が得られるゲームがある。このゲームにおいて，サイコロを  1  回投げて得られる
賞金の期待値を求めよ。 （25点）

　　袋の中に白球  4  個，赤球  6  個が入っている。このとき，次の問いに答えよ。 （各25点×2）

　⑴　袋から球を  3  個同時に取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。

　⑵　袋から球を  1  個ずつ  3  回取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。ただし，取り出した球
は袋にもどすものとする。

1

2

3

10　期待値
氏

　
名

得

　
点 100

W ─ ① ─ 1

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

2　ある学校の入学試験で，合格者は全体の 60％で，他の学校と併願をした合格者は全体の 10％で
あった。合格者の中から 1人選ぶとき，その人が併願をした確率を求めよ。� （24点）

3　ある試行における事象A，Bについて，P（A）=0.3，P（B）=0.5，P（A∩B）=0.1 であるとき，PA（B），
PB（A）をそれぞれ求めよ。� （完答25点）

4　赤玉 5個，白玉 4個が入っている袋から，玉を 1個ずつ 2個取り出す。取り出した玉はもとに戻
さないとするとき，取り出した 2個の玉が同色である確率を求めよ。� （25点）

1　白玉 6個，青玉 4個が入っている袋から，取り出した玉はもとに戻さずに，1個ずつ 2個の玉を
取り出す。1個目に白玉が出たとして，次の事象の起こる条件付き確率を求めよ。� （各13点×2）

⑴　2個目に青玉が出る。　　　　　　　　⑵　2個目に白玉が出る。

9 条件付き確率⑴

⑴

⑵

1個目に白玉が出るという事象をA とする。

　⑴　2個目に青玉が出るという事象をB とすると，

求める確率は，PA（B）= n（A∩B）
�

n（A） = 6×4
�

6×9 = 4
�

9
　⑵　2個目に白玉が出るという事象を Cとすると，

求める確率は，PA（C）= n（A∩C）
�

n（A） = 6×5
�

6×9 = 5
�

9

4
�

9

5
�

9

 選んだ人が合格者であるという事象をA，併願をしたという事象を
B とすると，求める確率はPA（B）である。

P（A）= 60
�

100，P（A∩B）= 10
�

100より，

PA（B）=P（A∩B）
�

P（A） = 1
�

6
1
�

6

PA（B）=P（A∩B）
�

P（A） = 0.1
�

0.3 = 1
�

3

PB（A）=P（B∩A）
�

P（B） =P（A∩B）
�

P（B） = 0.1
�

0.5 = 1
�

5

4
�

9

2個の玉が同色であるという事象は，次の［1］，［2］の事象の
和事象で，これらは互いに排反である。
　［1］2個とも赤玉　　［2］2個とも白玉

　［1］の確率は， 5
�

9×
4
�

8 = 20
�

72

　［2］の確率は， 4
�

9×
3
�

8 = 12
�

72

　よって，求める確率は，20
�

72＋
12
�

72 = 4
�

9

PA（B）= 1
�

3　　PB（A）= 1
�

5
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  3  枚の硬貨を同時に投げるとき，表の出る枚数の期待値を求めよ。 （25点）

　　サイコロを  1  回投げて，1  の目が出れば600円，2  または  3  の目が出れば300円，その他の目が出
れば100円の賞金が得られるゲームがある。このゲームにおいて，サイコロを  1  回投げて得られる
賞金の期待値を求めよ。 （25点）

　　袋の中に白球  4  個，赤球  6  個が入っている。このとき，次の問いに答えよ。 （各25点×2）

　⑴　袋から球を  3  個同時に取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。

　⑵　袋から球を  1  個ずつ  3  回取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。ただし，取り出した球
は袋にもどすものとする。

1

2

3

10　期待値
氏

　
名

得

　
点 100

W ─ ① ─ 1

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

10 条件付き確率⑵

2　白玉 2個，赤玉 4個が入っている袋から，玉を 1個取り出して，色を調べてからもとに戻すこと
を繰り返す試行について，次の確率を求めよ。� （各17点×2）

⑴　6回の試行のうち 2回だけ白玉が出る確率

⑵　6回目に 2度目の白玉が出る確率

1　A，B 2 つの箱がある。Aには赤玉 3個，白玉 2個，Bには赤玉 2個，白玉 3個が入っている。
Aから 1個の玉を取り出して Bに入れた後，Bから 1個の玉を取り出すとき，それが赤玉である
確率を求めよ。� （30点）

⑵

⑴

　A，B，Cの 3人がある試験に合格する確率がそれぞれ1�2，
3
�

5，
1
�

3であるとする。
　　このとき，次の確率を求めよ。� （各18点×2）

⑴　3人とも合格する確率

⑵　少なくとも 1人が合格する確率

3

⑵

⑴

期待値

2

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  1  から  7  までの数を  1  つずつ書いた  7  枚のカードがある。これらのカードから，同時に  2  枚のカ
ードをひくとき，次の場合の数を求めよ。 （各16点×2）

　⑴　カードの数の和が  9  か 10

　⑵　カードの数の積が  6  の倍数

　　  5  円，10円，50円の硬貨を使って，80円をちょうど支払う方法は何通りあるか。ただし，使わな
い硬貨があってもよいものとする。 （18点）

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　  1  g，2  g，5  g の分銅が  1  個ずつある。これらの分銅を組み合わせて重さを作る方法は全部で何
通りあるか。

　⑵　180 の正の約数の個数を求めよ。

　　大小  2  個のサイコロを同時に投げるとき，目の和が偶数になる場合の数を求めよ。 （18点）

1

2

3

4

3　場合の数
氏

　
名

得

　
点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

2

22  乗法定理

23  条件付き確率の利用

● 21 の②の分母を払うと，次の確率の乗法定理が成り立つ。
2つの事象 A，Bがともに起こる確率  P(A(( ∩B) は，P(A∩B)=P(A)PA(B)

例 　当たりくじ2本を含む10本のくじがある。このくじを，引いたくじはもとに戻さ
ないで1本ずつ2回引く。このとき，2本とも当たる確率
　　1本目が当たるという事象を A，2本目が当たるという事象をBとすると，2本
とも当たるという事象は A∩B で，求める確率は P(A(( ∩B) である。

　　ここで，P(A(( )=
2
10
，PAP (B)=

1
9

 より，P(A(( ∩B)=P(A(( )PAP (B)=
2
10

*
1
9

=
1
45

4 当たりくじ5本を含む15本のくじがある。このくじを，AとBの2人がこの順に1本ず
つ引き，引いたくじはもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。
⑴　2人とも当たる確率 ⑵　Aが当たり，Bがはずれる確率
⑶　2人ともはずれる確率 ⑷　Bが当たる確率

5 赤玉5個，白玉4個が入っている袋から，玉を1個ずつ2個取り出す。取り出した玉は
もとに戻さないとするとき，取り出した2個の玉が同色である確率を求めよ。

例 題　同じ製品を作る  a，b2つの機械があり，aの製品には4％，bの製品には5％の
不良品が含まれている。aの製品700個とbの製品800個を混ぜた中から1個を取り
出したところ，不良品であった。それがaの製品である確率を求めよ。

考え方　取り出した1個がaの製品であるという事象をA，bの製品であるという事象をB，
不良品であるという事象をEとすると，求める確率は，PEP (A(( ) である。

解 答　上の 考え方  のように A，B，E を定める。取り出した1個が不良品であるのは，a

の製品の場合とbの製品の場合があるから，
P(E)=P(A(( ∩E)+P(B∩E)=P(A(( )PAP (E)+P(B)PBP (E)

=
700
1500

*
4

100
+

800
1500

*
5

100
=

28
1500

+
40

1500
=

68
1500

求める確率は条件付き確率 PEP (A(( ) だから，

PEP (A(( )=
P(A(( ∩E)

P(E)
=

28
1500

÷
68

1500
=

7
17

答答

6 ある部品の60％はA工場で，40％はB工場で作られたもので，A工場，B工場で作った
製品には，それぞれ3％，2％の不良品が含まれている。この部品が大量にある中から1

個取り出したところ，不良品であった。それがA工場の製品である確率を求めよ。

38　　第２章　確率8

  24  期待値①

  25  期待値②

5 期待値

❶　1 つの試行における事象，A1，A2，……，Anが互いに排反であり，このうちど
れか 1つの事象が必ず起こるとする。このとき，A1，A2，……，Anが起こる確率
をそれぞれ，p1，p2，……，pnとすると，次の等式が成り立つ。
　　　p1＋p2＋……＋pn＝ 1
❷　A1，A2，……，Anが起こるとき，ある数量 x がそれぞれ，x1，x2，……，xnと
いう値をとるとする。このとき，
　　　x1p1＋x2p2＋……＋xnpn
　を数量xの期待値という。

例 �� 白玉 3 個，赤玉 2個，青玉 1個が入っている袋から玉を 1個取り出し，取り出した
玉が白玉であるときの得点を 1点，赤玉であるときの得点を 2点，青玉であるとき

　　の得点を 3点とする。このとき，白玉を取り出す確率は，�　＝�　，赤玉を取り出す

　　確率は，�　＝�　，青玉を取り出す確率は�　である。よって，得点の期待値は，

　　1×�　＋ 2×�　＋ 3 �×�　＝�　（点）

3
6

1
2

2
6

1
3

1
6

1
2

1
3

1
6

5
3

例  題 �　白玉 4個，赤玉 3個が入っている袋から同時に玉を 2個取り出すとき，取り出され
る白玉の個数の期待値を求めよ。

考え方 �　取り出される白玉の個数は，0，1，2のいずれかである。それぞれの確率を求める。
解  答 ��　2 個の玉の取り出し方は，7C2＝21（通り）

　　　　取り出される白玉の個数が 0個である確率は，　��＝�　

　　　　取り出される白玉の個数が 1個である確率は，　　　　＝�　

　　　　取り出される白玉の個数が 2個である確率は，　��＝�　

　　　　よって，求める期待値は，0×�　＋ 1×�　＋ 2×�　＝�　（個）　答

3C2
21

1
7

4C1×3C1
21

4
7

4C2
21

2
7

1
7

4
7

2
7

8
7

1�� 1 個のさいころを投げるとき，出る目の期待値を求めよ。

2�� 上の　　　について，取り出される赤玉の個数の期待値を求めよ。例  題

5　期待値　　395　期待値　　39

9

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  3  枚の硬貨を同時に投げるとき，表の出る枚数の期待値を求めよ。 （25点）

　　サイコロを  1  回投げて，1  の目が出れば600円，2  または  3  の目が出れば300円，その他の目が出
れば100円の賞金が得られるゲームがある。このゲームにおいて，サイコロを  1  回投げて得られる
賞金の期待値を求めよ。 （25点）

　　袋の中に白球  4  個，赤球  6  個が入っている。このとき，次の問いに答えよ。 （各25点×2）

　⑴　袋から球を  3  個同時に取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。

　⑵　袋から球を  1  個ずつ  3  回取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。ただし，取り出した球
は袋にもどすものとする。

1

2

3

10　期待値
氏

　
名

得

　
点 100

W ─ ① ─ 1

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

9 条件付き確率⑴

2　ある学校の入学試験で，合格者は全体の 60％で，他の学校と併願をした合格者は全体の 10％で
あった。合格者の中から 1人選ぶとき，その人が併願をした確率を求めよ。� （24点）

3　ある試行における事象A，Bについて，P（A）=0.3，P（B）=0.5，P（A∩B）=0.1 であるとき，PA（B），
PB（A）をそれぞれ求めよ。� （完答25点）

4　赤玉 5個，白玉 4個が入っている袋から，玉を 1個ずつ 2個取り出す。取り出した玉はもとに戻
さないとするとき，取り出した 2個の玉が同色である確率を求めよ。� （25点）

1　白玉 6個，青玉 4個が入っている袋から，取り出した玉はもとに戻さずに，1個ずつ 2個の玉を
取り出す。1個目に白玉が出たとして，次の事象の起こる条件付き確率を求めよ。� （各13点×2）

⑴　2個目に青玉が出る。　　　　　　　　⑵　2個目に白玉が出る。

⑴

⑵

2

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  1  から  7  までの数を  1  つずつ書いた  7  枚のカードがある。これらのカードから，同時に  2  枚のカ
ードをひくとき，次の場合の数を求めよ。 （各16点×2）

　⑴　カードの数の和が  9  か 10

　⑵　カードの数の積が  6  の倍数

　　  5  円，10円，50円の硬貨を使って，80円をちょうど支払う方法は何通りあるか。ただし，使わな
い硬貨があってもよいものとする。 （18点）

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　  1  g，2  g，5  g の分銅が  1  個ずつある。これらの分銅を組み合わせて重さを作る方法は全部で何
通りあるか。

　⑵　180 の正の約数の個数を求めよ。

　　大小  2  個のサイコロを同時に投げるとき，目の和が偶数になる場合の数を求めよ。 （18点）
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  1  から  7  までの数を  1  つずつ書いた  7  枚のカードがある。これらのカードから，同時に  2  枚のカ
ードをひくとき，次の場合の数を求めよ。 （各16点×2）

　⑴　カードの数の和が  9  か 10

　⑵　カードの数の積が  6  の倍数

　　  5  円，10円，50円の硬貨を使って，80円をちょうど支払う方法は何通りあるか。ただし，使わな
い硬貨があってもよいものとする。 （18点）

　　次の問いに答えよ。 （各16点×2）

　⑴　  1  g，2  g，5  g の分銅が  1  個ずつある。これらの分銅を組み合わせて重さを作る方法は全部で何
通りあるか。

　⑵　180 の正の約数の個数を求めよ。

　　大小  2  個のサイコロを同時に投げるとき，目の和が偶数になる場合の数を求めよ。 （18点）
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1 [独立な試行の確率①] 1枚の硬貨と1個のさいころをそれぞれ投げるとき，次の確率
を求めよ。
⑴　硬貨は表，さいころは偶数の目が出る確率
⑵　硬貨は裏，さいころは6の約数の目が出る確率
⑶　硬貨は表，さいころは5以上の目が出る確率

2 [独立な試行の確率②] Aの袋には白玉3個と赤玉5個，Bの袋には白玉2個と赤玉6

個が入っている。A，B の袋から玉を1個ずつ取り出すとき，玉の色が同じである確率を
求めよ。

3 [ 3 つの独立な試行] 1個のさいころ，1枚の硬貨，1組のトランプがある。さいころ，
硬貨をそれぞれ1回投げ，ジョーカーを除いたトランプから1枚を選ぶことを1つの試行
とするとき，さいころは1の目，硬貨は表，トランプはエースが出る確率を求めよ。

4 [反復試行の確率] 次の確率を求めよ。
　⑴　1個のさいころを3回投げるとき，6の目が1回だけ出る確率
　⑵　1枚の硬貨を5回投げるとき，表がちょうど3回出る確率

5 [条件付き確率①] 1から10までの数字が書かれた10枚のカードから1枚を引くとき，
引いたカードの数が，偶数であるという事象をA，7以上であるという事象をBとする。

　　このとき，条件付き確率  PAP (B)，PBP (A(( ) をそれぞれ求めよ。

6 [条件付き確率②] ある試行における事象 A，Bについて，P(A(( )=0.6，PBP (A(( )=0.5，
P(A(( ∩B)=0.2  であるとき，PAP (B)，P(B) の値をそれぞれ求めよ。

7 [乗法定理①] 白玉3個，赤玉6個が入っている袋から，玉を1個ずつ2個取り出し，
取り出した玉はもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。

　⑴　白玉，赤玉の順に出る確率 ⑵　少なくとも1個は白玉が出る確率

8 [乗法定理②]　当たりくじ3本を含む8本のくじを，A，B，C の3人がこの順に1本
ずつ引く。ただし，引いたくじはもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。

　⑴　3人とも当たる確率 ⑵　Cが当たる確率

問題　 39

  26  期待値の利用

3�� 表裏のある 4枚の硬貨を同時に投げるとき，表が出る硬貨の枚数の期待値を求めよ。

4�� 3 個のさいころを同時に投げるとき，1の目が出るさいころの個数の期待値を求めよ。

5�� 100�円硬貨を 4枚同時に投げ，表が出た硬貨の枚数が 3枚以上のときは�500�円を賞金と
してもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�150�円であるとき，ゲーム
に参加するのは得か，あるいは損か。

6�� 大小 2 個のさいころを同時に投げ，（2個のさいころの出た目の差の絶対値）×100�円を
賞金としてもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�200�円であるとき，
ゲームに参加するのは得か，あるいは損か。

7�� 1，2，……，9の数字が 1つずつ書かれた 9枚のカードが入った袋から，4枚のカード
を同時に取り出し，（4枚のカードに書かれた 4つの数の最大値）×100�円を賞金としても
らうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�700�円であるとき，ゲームに参加
するのは得か，あるいは損か。

例  題 �　1，2，……，9の数字が 1つずつ書かれた 9枚のカードが入った袋から 1枚のカー
ドを取り出し，取り出したカードに書かれた数が偶数であれば，（カードに書かれた
数）×100円を賞金としてもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が
200円であるとき，ゲームに参加するのは得か，あるいは損か。

考え方 �　賞金の期待値を求める。
解  答 ��　賞金は 0円，200円，400円，600円，800円のいずれかである。

　　　�　賞金が 0円となる確率は��　，賞金が200円，400円，600円，800円となる確率はそ

　　　れぞれ��　であるから，賞金の期待値は，

　　　　0×�　＋200×�　＋400×�　＋600×�　＋800×�　＝　　�＝222 .2……（円）

　　　　したがって，200円を払ってこのゲームに参加するのは，得である。答
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1 [独立な試行の確率①] 1枚の硬貨と1個のさいころをそれぞれ投げるとき，次の確率
を求めよ。
⑴　硬貨は表，さいころは偶数の目が出る確率
⑵　硬貨は裏，さいころは6の約数の目が出る確率
⑶　硬貨は表，さいころは5以上の目が出る確率

2 [独立な試行の確率②] Aの袋には白玉3個と赤玉5個，Bの袋には白玉2個と赤玉6

個が入っている。A，B の袋から玉を1個ずつ取り出すとき，玉の色が同じである確率を
求めよ。

3 [ 3 つの独立な試行] 1個のさいころ，1枚の硬貨，1組のトランプがある。さいころ，
硬貨をそれぞれ1回投げ，ジョーカーを除いたトランプから1枚を選ぶことを1つの試行
とするとき，さいころは1の目，硬貨は表，トランプはエースが出る確率を求めよ。

4 [反復試行の確率] 次の確率を求めよ。
　⑴　1個のさいころを3回投げるとき，6の目が1回だけ出る確率
　⑵　1枚の硬貨を5回投げるとき，表がちょうど3回出る確率

5 [条件付き確率①] 1から10までの数字が書かれた10枚のカードから1枚を引くとき，
引いたカードの数が，偶数であるという事象をA，7以上であるという事象をBとする。

　　このとき，条件付き確率  PAP (B)，PBP (A(( ) をそれぞれ求めよ。

6 [条件付き確率②] ある試行における事象 A，Bについて，P(A(( )=0.6，PBP (A(( )=0.5，
P(A(( ∩B)=0.2  であるとき，PAP (B)，P(B) の値をそれぞれ求めよ。

7 [乗法定理①] 白玉3個，赤玉6個が入っている袋から，玉を1個ずつ2個取り出し，
取り出した玉はもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。

　⑴　白玉，赤玉の順に出る確率 ⑵　少なくとも1個は白玉が出る確率

8 [乗法定理②]　当たりくじ3本を含む8本のくじを，A，B，C の3人がこの順に1本
ずつ引く。ただし，引いたくじはもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。

　⑴　3人とも当たる確率 ⑵　Cが当たる確率

問題　 39

  26  期待値の利用

3�� 表裏のある 4枚の硬貨を同時に投げるとき，表が出る硬貨の枚数の期待値を求めよ。

4�� 3 個のさいころを同時に投げるとき，1の目が出るさいころの個数の期待値を求めよ。

5�� 100�円硬貨を 4枚同時に投げ，表が出た硬貨の枚数が 3枚以上のときは�500�円を賞金と
してもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�150�円であるとき，ゲーム
に参加するのは得か，あるいは損か。

6�� 大小 2 個のさいころを同時に投げ，（2個のさいころの出た目の差の絶対値）×100�円を
賞金としてもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�200�円であるとき，
ゲームに参加するのは得か，あるいは損か。

7�� 1，2，……，9の数字が 1つずつ書かれた 9枚のカードが入った袋から，4枚のカード
を同時に取り出し，（4枚のカードに書かれた 4つの数の最大値）×100�円を賞金としても
らうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�700�円であるとき，ゲームに参加
するのは得か，あるいは損か。

例  題 �　1，2，……，9の数字が 1つずつ書かれた 9枚のカードが入った袋から 1枚のカー
ドを取り出し，取り出したカードに書かれた数が偶数であれば，（カードに書かれた
数）×100円を賞金としてもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が
200円であるとき，ゲームに参加するのは得か，あるいは損か。

考え方 �　賞金の期待値を求める。
解  答 ��　賞金は 0円，200円，400円，600円，800円のいずれかである。

　　　�　賞金が 0円となる確率は��　，賞金が200円，400円，600円，800円となる確率はそ

　　　れぞれ��　であるから，賞金の期待値は，

　　　　0×�　＋200×�　＋400×�　＋600×�　＋800×�　＝　　�＝222 .2……（円）

　　　　したがって，200円を払ってこのゲームに参加するのは，得である。答
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9

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  3  枚の硬貨を同時に投げるとき，表の出る枚数の期待値を求めよ。 （25点）

　　サイコロを  1  回投げて，1  の目が出れば600円，2  または  3  の目が出れば300円，その他の目が出
れば100円の賞金が得られるゲームがある。このゲームにおいて，サイコロを  1  回投げて得られる
賞金の期待値を求めよ。 （25点）

　　袋の中に白球  4  個，赤球  6  個が入っている。このとき，次の問いに答えよ。 （各25点×2）

　⑴　袋から球を  3  個同時に取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。

　⑵　袋から球を  1  個ずつ  3  回取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。ただし，取り出した球
は袋にもどすものとする。
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10　期待値
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点 100

W ─ ① ─ 1

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

9 条件付き確率⑴

2　ある学校の入学試験で，合格者は全体の 60％で，他の学校と併願をした合格者は全体の 10％で
あった。合格者の中から 1人選ぶとき，その人が併願をした確率を求めよ。� （24点）

3　ある試行における事象A，Bについて，P（A）=0.3，P（B）=0.5，P（A∩B）=0.1 であるとき，PA（B），
PB（A）をそれぞれ求めよ。� （完答25点）

4　赤玉 5個，白玉 4個が入っている袋から，玉を 1個ずつ 2個取り出す。取り出した玉はもとに戻
さないとするとき，取り出した 2個の玉が同色である確率を求めよ。� （25点）

1　白玉 6個，青玉 4個が入っている袋から，取り出した玉はもとに戻さずに，1個ずつ 2個の玉を
取り出す。1個目に白玉が出たとして，次の事象の起こる条件付き確率を求めよ。� （各13点×2）

⑴　2個目に青玉が出る。　　　　　　　　⑵　2個目に白玉が出る。

⑴

⑵

1 [独立な試行の確率①] 1枚の硬貨と1個のさいころをそれぞれ投げるとき，次の確率
を求めよ。
⑴　硬貨は表，さいころは偶数の目が出る確率
⑵　硬貨は裏，さいころは6の約数の目が出る確率
⑶　硬貨は表，さいころは5以上の目が出る確率

2 [独立な試行の確率②] Aの袋には白玉3個と赤玉5個，Bの袋には白玉2個と赤玉6

個が入っている。A，B の袋から玉を1個ずつ取り出すとき，玉の色が同じである確率を
求めよ。

3 [ 3 つの独立な試行] 1個のさいころ，1枚の硬貨，1組のトランプがある。さいころ，
硬貨をそれぞれ1回投げ，ジョーカーを除いたトランプから1枚を選ぶことを1つの試行
とするとき，さいころは1の目，硬貨は表，トランプはエースが出る確率を求めよ。

4 [反復試行の確率] 次の確率を求めよ。
　⑴　1個のさいころを3回投げるとき，6の目が1回だけ出る確率
　⑵　1枚の硬貨を5回投げるとき，表がちょうど3回出る確率

5 [条件付き確率①] 1から10までの数字が書かれた10枚のカードから1枚を引くとき，
引いたカードの数が，偶数であるという事象をA，7以上であるという事象をBとする。

　　このとき，条件付き確率  PAP (B)，PBP (A(( ) をそれぞれ求めよ。

6 [条件付き確率②] ある試行における事象 A，Bについて，P(A(( )=0.6，PBP (A(( )=0.5，
P(A(( ∩B)=0.2  であるとき，PAP (B)，P(B) の値をそれぞれ求めよ。

7 [乗法定理①] 白玉3個，赤玉6個が入っている袋から，玉を1個ずつ2個取り出し，
取り出した玉はもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。

　⑴　白玉，赤玉の順に出る確率 ⑵　少なくとも1個は白玉が出る確率

8 [乗法定理②]　当たりくじ3本を含む8本のくじを，A，B，C の3人がこの順に1本
ずつ引く。ただし，引いたくじはもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。

　⑴　3人とも当たる確率 ⑵　Cが当たる確率

問題　 39

  26  期待値の利用

3�� 表裏のある 4枚の硬貨を同時に投げるとき，表が出る硬貨の枚数の期待値を求めよ。

4�� 3 個のさいころを同時に投げるとき，1の目が出るさいころの個数の期待値を求めよ。

5�� 100�円硬貨を 4枚同時に投げ，表が出た硬貨の枚数が 3枚以上のときは�500�円を賞金と
してもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�150�円であるとき，ゲーム
に参加するのは得か，あるいは損か。

6�� 大小 2 個のさいころを同時に投げ，（2個のさいころの出た目の差の絶対値）×100�円を
賞金としてもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�200�円であるとき，
ゲームに参加するのは得か，あるいは損か。

7�� 1，2，……，9の数字が 1つずつ書かれた 9枚のカードが入った袋から，4枚のカード
を同時に取り出し，（4枚のカードに書かれた 4つの数の最大値）×100�円を賞金としても
らうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�700�円であるとき，ゲームに参加
するのは得か，あるいは損か。

例  題 �　1，2，……，9の数字が 1つずつ書かれた 9枚のカードが入った袋から 1枚のカー
ドを取り出し，取り出したカードに書かれた数が偶数であれば，（カードに書かれた
数）×100円を賞金としてもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が
200円であるとき，ゲームに参加するのは得か，あるいは損か。

考え方 �　賞金の期待値を求める。
解  答 ��　賞金は 0円，200円，400円，600円，800円のいずれかである。

　　　�　賞金が 0円となる確率は��　，賞金が200円，400円，600円，800円となる確率はそ

　　　れぞれ��　であるから，賞金の期待値は，

　　　　0×�　＋200×�　＋400×�　＋600×�　＋800×�　＝　　�＝222 .2……（円）

　　　　したがって，200円を払ってこのゲームに参加するのは，得である。答
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  3  枚の硬貨を同時に投げるとき，表の出る枚数の期待値を求めよ。 （25点）

　　サイコロを  1  回投げて，1  の目が出れば600円，2  または  3  の目が出れば300円，その他の目が出
れば100円の賞金が得られるゲームがある。このゲームにおいて，サイコロを  1  回投げて得られる
賞金の期待値を求めよ。 （25点）

　　袋の中に白球  4  個，赤球  6  個が入っている。このとき，次の問いに答えよ。 （各25点×2）

　⑴　袋から球を  3  個同時に取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。

　⑵　袋から球を  1  個ずつ  3  回取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。ただし，取り出した球
は袋にもどすものとする。
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W ─ ① ─ 1

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

9 条件付き確率⑴

2　ある学校の入学試験で，合格者は全体の 60％で，他の学校と併願をした合格者は全体の 10％で
あった。合格者の中から 1人選ぶとき，その人が併願をした確率を求めよ。� （24点）

3　ある試行における事象A，Bについて，P（A）=0.3，P（B）=0.5，P（A∩B）=0.1 であるとき，PA（B），
PB（A）をそれぞれ求めよ。� （完答25点）

4　赤玉 5個，白玉 4個が入っている袋から，玉を 1個ずつ 2個取り出す。取り出した玉はもとに戻
さないとするとき，取り出した 2個の玉が同色である確率を求めよ。� （25点）

1　白玉 6個，青玉 4個が入っている袋から，取り出した玉はもとに戻さずに，1個ずつ 2個の玉を
取り出す。1個目に白玉が出たとして，次の事象の起こる条件付き確率を求めよ。� （各13点×2）

⑴　2個目に青玉が出る。　　　　　　　　⑵　2個目に白玉が出る。

⑴

⑵

1 [独立な試行の確率①] 1枚の硬貨と1個のさいころをそれぞれ投げるとき，次の確率
を求めよ。
⑴　硬貨は表，さいころは偶数の目が出る確率
⑵　硬貨は裏，さいころは6の約数の目が出る確率
⑶　硬貨は表，さいころは5以上の目が出る確率

2 [独立な試行の確率②] Aの袋には白玉3個と赤玉5個，Bの袋には白玉2個と赤玉6

個が入っている。A，B の袋から玉を1個ずつ取り出すとき，玉の色が同じである確率を
求めよ。

3 [ 3 つの独立な試行] 1個のさいころ，1枚の硬貨，1組のトランプがある。さいころ，
硬貨をそれぞれ1回投げ，ジョーカーを除いたトランプから1枚を選ぶことを1つの試行
とするとき，さいころは1の目，硬貨は表，トランプはエースが出る確率を求めよ。

4 [反復試行の確率] 次の確率を求めよ。
　⑴　1個のさいころを3回投げるとき，6の目が1回だけ出る確率
　⑵　1枚の硬貨を5回投げるとき，表がちょうど3回出る確率

5 [条件付き確率①] 1から10までの数字が書かれた10枚のカードから1枚を引くとき，
引いたカードの数が，偶数であるという事象をA，7以上であるという事象をBとする。

　　このとき，条件付き確率  PAP (B)，PBP (A(( ) をそれぞれ求めよ。

6 [条件付き確率②] ある試行における事象 A，Bについて，P(A(( )=0.6，PBP (A(( )=0.5，
P(A(( ∩B)=0.2  であるとき，PAP (B)，P(B) の値をそれぞれ求めよ。

7 [乗法定理①] 白玉3個，赤玉6個が入っている袋から，玉を1個ずつ2個取り出し，
取り出した玉はもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。

　⑴　白玉，赤玉の順に出る確率 ⑵　少なくとも1個は白玉が出る確率

8 [乗法定理②]　当たりくじ3本を含む8本のくじを，A，B，C の3人がこの順に1本
ずつ引く。ただし，引いたくじはもとに戻さないとする。このとき，次の確率を求めよ。

　⑴　3人とも当たる確率 ⑵　Cが当たる確率

問題　 39

  26  期待値の利用

3�� 表裏のある 4枚の硬貨を同時に投げるとき，表が出る硬貨の枚数の期待値を求めよ。

4�� 3 個のさいころを同時に投げるとき，1の目が出るさいころの個数の期待値を求めよ。

5�� 100�円硬貨を 4枚同時に投げ，表が出た硬貨の枚数が 3枚以上のときは�500�円を賞金と
してもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�150�円であるとき，ゲーム
に参加するのは得か，あるいは損か。

6�� 大小 2 個のさいころを同時に投げ，（2個のさいころの出た目の差の絶対値）×100�円を
賞金としてもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�200�円であるとき，
ゲームに参加するのは得か，あるいは損か。

7�� 1，2，……，9の数字が 1つずつ書かれた 9枚のカードが入った袋から，4枚のカード
を同時に取り出し，（4枚のカードに書かれた 4つの数の最大値）×100�円を賞金としても
らうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が�700�円であるとき，ゲームに参加
するのは得か，あるいは損か。

例  題 �　1，2，……，9の数字が 1つずつ書かれた 9枚のカードが入った袋から 1枚のカー
ドを取り出し，取り出したカードに書かれた数が偶数であれば，（カードに書かれた
数）×100円を賞金としてもらうことのできるゲームがある。このゲームの参加料が
200円であるとき，ゲームに参加するのは得か，あるいは損か。

考え方 �　賞金の期待値を求める。
解  答 ��　賞金は 0円，200円，400円，600円，800円のいずれかである。

　　　�　賞金が 0円となる確率は��　，賞金が200円，400円，600円，800円となる確率はそ

　　　れぞれ��　であるから，賞金の期待値は，

　　　　0×�　＋200×�　＋400×�　＋600×�　＋800×�　＝　　�＝222 .2……（円）

　　　　したがって，200円を払ってこのゲームに参加するのは，得である。答

5
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1
9
5
9

1
9

1
9

1
9

1
9

2000
9
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問題

9

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　  3  枚の硬貨を同時に投げるとき，表の出る枚数の期待値を求めよ。 （25点）

　　サイコロを  1  回投げて，1  の目が出れば600円，2  または  3  の目が出れば300円，その他の目が出
れば100円の賞金が得られるゲームがある。このゲームにおいて，サイコロを  1  回投げて得られる
賞金の期待値を求めよ。 （25点）

　　袋の中に白球  4  個，赤球  6  個が入っている。このとき，次の問いに答えよ。 （各25点×2）

　⑴　袋から球を  3  個同時に取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。

　⑵　袋から球を  1  個ずつ  3  回取り出すとき，白球の個数の期待値を求めよ。ただし，取り出した球
は袋にもどすものとする。

1

2

3

10　期待値
氏

　
名

得

　
点 100

W ─ ① ─ 1

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

9 条件付き確率⑴

2　ある学校の入学試験で，合格者は全体の 60％で，他の学校と併願をした合格者は全体の 10％で
あった。合格者の中から 1人選ぶとき，その人が併願をした確率を求めよ。� （24点）

3　ある試行における事象A，Bについて，P（A）=0.3，P（B）=0.5，P（A∩B）=0.1 であるとき，PA（B），
PB（A）をそれぞれ求めよ。� （完答25点）

4　赤玉 5個，白玉 4個が入っている袋から，玉を 1個ずつ 2個取り出す。取り出した玉はもとに戻
さないとするとき，取り出した 2個の玉が同色である確率を求めよ。� （25点）

1　白玉 6個，青玉 4個が入っている袋から，取り出した玉はもとに戻さずに，1個ずつ 2個の玉を
取り出す。1個目に白玉が出たとして，次の事象の起こる条件付き確率を求めよ。� （各13点×2）

⑴　2個目に青玉が出る。　　　　　　　　⑵　2個目に白玉が出る。

⑴

⑵

8

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の確率を求めよ。 （各16点×3）

　⑴　  1  個のサイコロを  2  回投げるとき，1  回目に奇数，2  回目に  3  の倍数の目が出る確率

　⑵　  3  本の当たりくじが入っている15本のくじから，A が  1  本引き，これをもどしてから B が  1  本
引くとき，2  人ともはずれる確率

　⑶　白球  4  個，赤球  2  個が入った袋から球を  1  個取り出し，色を調べてもとにもどすことを  3  回続
けて行うとき，1  回目に白，2  回目に赤，3  回目に白の球が出る確率

　　  1  個のサイコロを  4  回投げるとき，次の確率を求めよ。 （⑴⑵各17点，⑶18点）

　⑴　  1  の目がちょうど  2  回出る確率

　⑵　  4  回目にちょうど  3  度目の  1  の目が出る確率

　⑶　偶数の目が  2  回以上出る確率

1

2

9　独立な試行の確率
氏

　
名

得

　
点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト
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Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の確率を求めよ。 （各16点×3）

　⑴　  1  個のサイコロを  2  回投げるとき，1  回目に奇数，2  回目に  3  の倍数の目が出る確率

　⑵　  3  本の当たりくじが入っている15本のくじから，A が  1  本引き，これをもどしてから B が  1  本
引くとき，2  人ともはずれる確率

　⑶　白球  4  個，赤球  2  個が入った袋から球を  1  個取り出し，色を調べてもとにもどすことを  3  回続
けて行うとき，1  回目に白，2  回目に赤，3  回目に白の球が出る確率

　　  1  個のサイコロを  4  回投げるとき，次の確率を求めよ。 （⑴⑵各17点，⑶18点）

　⑴　  1  の目がちょうど  2  回出る確率

　⑵　  4  回目にちょうど  3  度目の  1  の目が出る確率

　⑶　偶数の目が  2  回以上出る確率

1

2

9　独立な試行の確率
氏

　
名

得

　
点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

8

8

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の確率を求めよ。 （各16点×3）

　⑴　  1  個のサイコロを  2  回投げるとき，1  回目に奇数，2  回目に  3  の倍数の目が出る確率

　⑵　  3  本の当たりくじが入っている15本のくじから，A が  1  本引き，これをもどしてから B が  1  本
引くとき，2  人ともはずれる確率

　⑶　白球  4  個，赤球  2  個が入った袋から球を  1  個取り出し，色を調べてもとにもどすことを  3  回続
けて行うとき，1  回目に白，2  回目に赤，3  回目に白の球が出る確率

　　  1  個のサイコロを  4  回投げるとき，次の確率を求めよ。 （⑴⑵各17点，⑶18点）

　⑴　  1  の目がちょうど  2  回出る確率

　⑵　  4  回目にちょうど  3  度目の  1  の目が出る確率

　⑶　偶数の目が  2  回以上出る確率

1

2

9　独立な試行の確率
氏

　
名

得

　
点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

8

8

Ｓ高校数学Ａ　確認テスト

　　次の確率を求めよ。 （各16点×3）

　⑴　  1  個のサイコロを  2  回投げるとき，1  回目に奇数，2  回目に  3  の倍数の目が出る確率

　⑵　  3  本の当たりくじが入っている15本のくじから，A が  1  本引き，これをもどしてから B が  1  本
引くとき，2  人ともはずれる確率

　⑶　白球  4  個，赤球  2  個が入った袋から球を  1  個取り出し，色を調べてもとにもどすことを  3  回続
けて行うとき，1  回目に白，2  回目に赤，3  回目に白の球が出る確率

　　  1  個のサイコロを  4  回投げるとき，次の確率を求めよ。 （⑴⑵各17点，⑶18点）

　⑴　  1  の目がちょうど  2  回出る確率

　⑵　  4  回目にちょうど  3  度目の  1  の目が出る確率

　⑶　偶数の目が  2  回以上出る確率

1

2

9　独立な試行の確率
氏

　
名

得

　
点 100

高校ゼミ　サポート　select Ⅱ　数学A　確認テスト

8

22-1-1

PAP (B)=
4
14
，PAP (B)=

10
14
，PAP (B)=

5
14
，

PAP (B)=
9
14

  である。

　⑴　求める確率は P(A(( ⁄B) だから，

P(A(( ⁄B)=P(A(( )PAP (B)=
5
15

*
4
14

=
2
21

　⑵　求める確率は P(A(( ⁄B) だから，

P(A(( ⁄B)=P(A(( )PAP (B)=
5
15

*
10
14

=
5
21

　⑶　求める確率は P(A(( ⁄B) だから，

P(A(( ⁄B)=P(A(( )PAP (B)=
10
15

*
9
14

=
3
7

　⑷ Bが当たるという事象は，次の[1]，[2]の
事象の和事象で，これらは互いに排反である。

　　[1] 2人とも当たる
　　[2] Aがはずれ，Bが当たる

　　[1]の確率は，P(A(( ⁄B)=
2
21

　　[2]の確率は，P(A(( ⁄B)=P(A(( )PAP (B)

 =
10
15

*
5
14

=
5
21

　　よって，求める確率は， 2
21

+
5
21

=
1
3

5 2個の玉が同色であるという事象は，次の[1]，
[2]の事象の和事象で，これらは互いに排反である。
　[1] 2個とも赤玉　　[2] 2個とも白玉

　[1]の確率は， 5
9

*
4
8

=
20
72

　[2]の確率は， 4
9

*
3
8

=
12
72

　よって，求める確率は， 20
72

+
12
72

=
4
9

6 取り出した1個が，A工場の製品である，B工
場の製品である，不良品であるという事象を，そ
れぞれ A，B，E とする。
P(E)=P(A(( ⁄E)+P(B⁄E)

 =P(A(( )PAP (E)+P(B)PBP (E)

 =
60
100

*
3

100
+

40
100

*
2

100
=

13
500

　求める確率はPEP (A) であるから，

PEP (A(( )=
P(A(( ⁄E)

P(E)
=

9
500

÷
13
500

=
9
13

p.39 問題Ａ
1 1枚の硬貨と1個のさいころをそれぞれ投げる
とき，2つの試行は独立である。

　⑴ 1
2

*
3
6

=
1
4

　⑵ 6の約数の目は，{1，2，3，6}より，

　　求める確率は， 1
2

*
4
6

=
1
3

　⑶ 1
2

*
2
6

=
1
6

2 ともに白玉である確率は， 3
8

*
2
8

=
6
64

　ともに赤玉である確率は， 5
8

*
6
8

=
30
64

2つの事象は互いに排反であるから，求める確率

は， 6
64

+
30
64

=
36
64

=
9
16

3 3つの試行は独立であるから，求める確率は，
1
6

*
1
2

*
4
52

=
1

156

4 ⑴　さいころを1回投げるとき，6の目が出る

確率は 
1
6
，6以外の目が出る確率は 5

6
 である。

　　また，3回のうち1回だけの場合の数は 3C1通

りあるから，求める確率は，3C1( 1
6 )( 5

6 )
2

=
25
72

　⑵ 5回のうち3回表が出る場合の数は 5C3 通り

あるから，求める確率は，5C3( 1
2 )

3

( 1
2 )

2

=
5
16

5 A={2，4，6，8，10}，B={7，8，9，10}，
A⁄B={8，10}  であるから，

PAP (B)=
n(A(( ⁄B)

n(A(( )
=

2
5

PBP (A(( )=
n(B⁄A)

n(B)
=

2
4

=
1
2

6 PAP (B)=
P(A(( ⁄B)

P(A(( )
=

0.2
0.6

=
1
3

PBP (A(( )=
P(B⁄A)

P(B)
 より，P(B)=

P(B⁄A)
PBP (A(( )

　よって，P(B)=
P(A(( ⁄B)
PBP (A(( )

 =
0.2
0.5

=
2
5

7 ⑴　1個目に白玉，2個目に赤玉が出る確率だ

から， 3
9

*
6
8

=
1
4

　⑵　求める確率は，
　　1-(2個とも赤玉が出る確率)  である。

2個とも赤玉が出る確率は， 6
9

*
5
8

=
5
12

─ 14 ─

1  1から 6の目が出る確率はそれぞれ 16  であるか

ら，出る目の期待値は，

1× 16＋2×
1
6＋3×

1
6＋4×

1
6＋5×

1
6＋6×

1
6＝

7
2

2  取り出される白玉の個数が 0，1，2 のとき，取
り出される赤玉の個数はそれぞれ 2，1，0 であ
る。よって，取り出される赤玉の個数の期待値は，

0× 27＋1×
4
7＋2×

1
7 ＝

6
7（個）

3  表が出る硬貨の枚数は，0，1，2，3，4 のいず
れかである。

［1］表が 0枚である確率は，4C0（ 12）
0（ 12）

4
＝ 1
16

［2］表が 1枚である確率は，4C1（ 12）
1（ 12）

3
＝14

［3］表が 2枚である確率は，4C2（ 12）
2（ 12）

2
＝38

［4］表が 3枚である確率は，4C3（ 12）
3（ 12）

1
＝14

［5］表が 4枚である確率は，4C4（ 12）
4（ 12）

0
＝ 1
16

よって，表が出る硬貨の枚数の期待値は，

0× 116＋1×
1
4＋2×

3
8＋3×

1
4＋4×

1
16＝2（枚）

4  1の目が出るさいころの個数は，0，1，2，3 の
いずれかである。

［1］1の目が 0個である確率は，3C0（16）
0（56）

3
＝125216

［2］1の目が 1個である確率は，3C1（16）
1（56）

2
＝2572

［3］1の目が 2個である確率は，3C2（16）
2（56）

1
＝ 5
72

［4］1の目が 3個である確率は，3C3（16）
3（56）

0
＝ 1
216

よって，1の目が出るさいころの個数の期待値は，

0× 125216＋1×
25
72＋2×

5
72＋3×

1
216＝

1
2（個）

5   賞金は 0円，500 円のいずれかである。
［1］賞金が 0円となる確率は，表が 0枚または 1
枚または 2枚である確率であり，

4C0（12）
0（12）

4
＋4C1（ 12）

1（12）
3
＋4C2（ 12）

2（12）
2
＝1116

［2］賞金が 500 円となる確率は，表が 3枚または
4枚である確率であり，

4C3（12）
3（12）

1
＋4C4（ 12）

4（12）
0
＝ 5
16

よって，賞金の期待値は，

0× 1116＋500×
5
16＝

2500
16 ＝156 .25（円）

したがって，150 円を払ってこのゲームに参加す

p.39〜40 期待値5 
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3 3つの試行は独立であるから，求める確率は，
1
6

*
1
2

*
4
52

=
1
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4 ⑴　さいころを1回投げるとき，6の目が出る

確率は 
1
6
，6以外の目が出る確率は 5

6
 である。

　　また，3回のうち1回だけの場合の数は 3C1通

りあるから，求める確率は，3C1( 1
6 )( 5

6 )
2

=
25
72

　⑵ 5回のうち3回表が出る場合の数は 5C3 通り

あるから，求める確率は，5C3( 1
2 )

3

( 1
2 )

2

=
5
16

5 A={2，4，6，8，10}，B={7，8，9，10}，
A⁄B={8，10}  であるから，

PAP (B)=
n(A(( ⁄B)

n(A(( )
=

2
5

PBP (A(( )=
n(B⁄A)

n(B)
=

2
4

=
1
2

6 PAP (B)=
P(A(( ⁄B)

P(A(( )
=

0.2
0.6

=
1
3

PBP (A(( )=
P(B⁄A)

P(B)
 より，P(B)=

P(B⁄A)
PBP (A(( )

　よって，P(B)=
P(A(( ⁄B)
PBP (A(( )

 =
0.2
0.5

=
2
5

7 ⑴　1個目に白玉，2個目に赤玉が出る確率だ

から， 3
9

*
6
8

=
1
4

　⑵　求める確率は，
　　1-(2個とも赤玉が出る確率)  である。

2個とも赤玉が出る確率は， 6
9

*
5
8

=
5
12

─ 14 ─

PAP (B)=
4
14
，PAP (B)=

10
14
，PAP (B)=

5
14
，

PAP (B)=
9
14

  である。

　⑴　求める確率は P(A(( ⁄B) だから，

P(A(( ⁄B)=P(A(( )PAP (B)=
5
15

*
4
14

=
2
21

　⑵　求める確率は P(A(( ⁄B) だから，

P(A(( ⁄B)=P(A(( )PAP (B)=
5
15

*
10
14

=
5
21

　⑶　求める確率は P(A(( ⁄B) だから，

P(A(( ⁄B)=P(A(( )PAP (B)=
10
15

*
9
14

=
3
7

　⑷ Bが当たるという事象は，次の[1]，[2]の
事象の和事象で，これらは互いに排反である。

　　[1] 2人とも当たる
　　[2] Aがはずれ，Bが当たる

　　[1]の確率は，P(A(( ⁄B)=
2
21

　　[2]の確率は，P(A(( ⁄B)=P(A(( )PAP (B)

 =
10
15

*
5
14

=
5
21

　　よって，求める確率は， 2
21

+
5
21

=
1
3

5 2個の玉が同色であるという事象は，次の[1]，
[2]の事象の和事象で，これらは互いに排反である。
　[1] 2個とも赤玉　　[2] 2個とも白玉

　[1]の確率は， 5
9

*
4
8

=
20
72

　[2]の確率は， 4
9

*
3
8

=
12
72

　よって，求める確率は， 20
72

+
12
72

=
4
9

6 取り出した1個が，A工場の製品である，B工
場の製品である，不良品であるという事象を，そ
れぞれ A，B，E とする。
P(E)=P(A(( ⁄E)+P(B⁄E)

 =P(A(( )PAP (E)+P(B)PBP (E)

 =
60
100

*
3

100
+

40
100

*
2

100
=

13
500

　求める確率はPEP (A) であるから，

PEP (A(( )=
P(A(( ⁄E)

P(E)
=

9
500

÷
13
500

=
9
13

p.39 問題Ａ
1 1枚の硬貨と1個のさいころをそれぞれ投げる
とき，2つの試行は独立である。

　⑴ 1
2

*
3
6

=
1
4

　⑵ 6の約数の目は，{1，2，3，6}より，

　　求める確率は， 1
2

*
4
6

=
1
3

　⑶ 1
2

*
2
6

=
1
6

2 ともに白玉である確率は， 3
8

*
2
8

=
6
64

　ともに赤玉である確率は， 5
8

*
6
8

=
30
64

2つの事象は互いに排反であるから，求める確率

は， 6
64

+
30
64

=
36
64

=
9
16

3 3つの試行は独立であるから，求める確率は，
1
6

*
1
2

*
4
52

=
1
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4 ⑴　さいころを1回投げるとき，6の目が出る

確率は 
1
6
，6以外の目が出る確率は 5

6
 である。

　　また，3回のうち1回だけの場合の数は 3C1通

りあるから，求める確率は，3C1( 1
6 )( 5

6 )
2

=
25
72

　⑵ 5回のうち3回表が出る場合の数は 5C3 通り

あるから，求める確率は，5C3( 1
2 )

3

( 1
2 )

2

=
5
16

5 A={2，4，6，8，10}，B={7，8，9，10}，
A⁄B={8，10}  であるから，

PAP (B)=
n(A(( ⁄B)

n(A(( )
=

2
5

PBP (A(( )=
n(B⁄A)

n(B)
=

2
4

=
1
2

6 PAP (B)=
P(A(( ⁄B)

P(A(( )
=

0.2
0.6

=
1
3

PBP (A(( )=
P(B⁄A)

P(B)
 より，P(B)=

P(B⁄A)
PBP (A(( )

　よって，P(B)=
P(A(( ⁄B)
PBP (A(( )

 =
0.2
0.5

=
2
5

7 ⑴　1個目に白玉，2個目に赤玉が出る確率だ

から， 3
9

*
6
8

=
1
4

　⑵　求める確率は，
　　1-(2個とも赤玉が出る確率)  である。

2個とも赤玉が出る確率は， 6
9

*
5
8

=
5
12

─ 14 ─

p.41

るのは，得である。
6   出る目の差の絶対値は次の表のようになる。

小
大 1 2 3 4 5 6

1 0 1 2 3 4 5

2 1 0 1 2 3 4

3 2 1 0 1 2 3

4 3 2 1 0 1 2

5 4 3 2 1 0 1

6 5 4 3 2 1 0

出る目の差の絶対値がとりうる値は，0，1，2，3，
4，5 のいずれかであり，このおのおのの値に対
する賞金は，0円，100円，200円，300円，400円，
500円である。それぞれの確率を求めると，次の
表のようになる。

賞金（円） 0 100 200 300 400 500 計

確率 1
6

5
18

2
9

1
6

1
9

1
18 1

よって，賞金の期待値は，

0× 16＋100×
5
18＋200×

2
9＋300×

1
6＋400×

1
9

＋500× 118

＝ 17509 ＝194 .4 ……（円）

したがって，200円を払ってこのゲームに参加す
るのは，損である。

7  4枚のカードに書かれた 4つの数の最大値が k
（k＝ 4，5，……，9）となる確率を pkとすると，
これは，k が書かれたカードと，k よりも小さい
数字が書かれた k−1（枚）のカードのうち，3 枚
のカードを取り出す確率である。よって，

 pk＝k−1C3
9C4 （k＝4，5，……，9）

 p4，p5，……，p9をそれぞれ求めると，次の表
のようになる。

k 4 5 6 7 8 9 計

pk
1
126

2
63

5
63

10
63

5
18

4
9 1

4 枚のカードに書かれた 4つの数の最大値が k の
とき，賞金は 100 k 円であるから，賞金の期待値
は，

400× 1
126＋500×

2
63＋600×

5
63＋700×

10
63

＋800× 518＋900×
4
9

＝800（円）
したがって，700 円を払ってこのゲームに参加す
るのは，得である。

─ 15 ─




